
は
じ
め
に　

　

本
稿
は
、
京
都
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
の
中
井
家
文
書
の
う
ち
、
「
二
条
御
城
中
御
本
丸

二
丸
御
殿
御
絵
間
数
之
覚
」
（
京
都
大
学
貴
重
資
料
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
に
掲
載
）
か
ら
、

二
之
丸
御
殿
の
内
装
、
す
な
わ
ち
障
壁
画
、
飾
金
物
、
欄
間
彫
刻
な
ど
に
つ
い
て
記
し
た

「
二
丸
御
殿
御
絵
間
数
之
覚
」
の
解
説
で
あ
る
。
本
史
料
は
、『
元
離
宮
二
条
城　

研
究
紀
要
』

第
一
号
の
「
元
離
宮
二
条
城
編
年
史
料　

近
世
編　

一　

編
年
史
料
」
の
204
と
し
て
収
録
さ

れ
て
い
る
が
、
今
回
、
解
説
を
作
成
す
る
に
あ
た
っ
て
、
一
部
句
読
点
や
文
字
の
修
正
を
行
っ

た
。
本
史
料
の
表
紙
上
書
に
は
、
「
天
保
十
四
癸
卯
年
十
月
三
日
」
に
、
大
坂
城
の
修
復
の

見
分
の
た
め
、
（
大
坂
城
の
）
御
大
工
頭
村
上
与
五
郎
が
上
京
し
て
中
井
家
に
依
頼
し
た
た

め
に
、
「
書
留
」
を
写
し
、
同
月
一
九
日
に
絵
図
に
添
え
て
差
し
遣
わ
せ
た
控
え
で
あ
る
旨

が
記
さ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
本
史
料
の
作
成
年
は
天
保
一
四
年
（
一
八
四
三
）
で
あ
る
が
、

天
明
の
大
火
（
一
七
八
八
年
）
で
焼
失
し
た
本
丸
御
殿
の
内
装
も
詳
し
く
記
述
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
写
し
作
成
の
参
照
元
と
な
っ
た
「
書
留
」
は
、
天
明
の
大
火
以
前
の
記
録
で
あ

る
と
判
断
で
き
る
。

　

本
解
説
は
、
本
文
の
事
項
に
係
る
以
下
に
つ
い
て
、
脚
注
形
式
で
記
し
た
。
①
現
存
す
る

二
之
丸
御
殿
と
の
異
同
。
ま
た
現
状
の
よ
う
に
変
更
さ
れ
た
時
期
や
背
景
が
分
か
る
場
合
は

そ
の
詳
細
。
②
簡
略
化
し
て
記
し
て
い
る
箇
所
の
詳
細
。
③
現
在
ま
で
の
先
行
研
究
に
よ
っ

て
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
事
項
。
な
お
、
①
の
う
ち
、
長
押
上
の
飛
入
欄
間
彫
刻
及
び
杉
戸

上
の
彫
刻
欄
間
の
現
状
と
の
異
同
に
つ
い
て
は
、
脚
注
で
は
な
く
別
表
１
に
、
②
の
う
ち
、

飾
金
物
に
つ
い
て
は
、
同
じ
く
別
表
２
に
示
し
た
。

一
「
二
丸
御
殿
御
絵
間
数
之
覚
」
中
表
紙
と
貼
付
文
書

「（
中
表
紙
）

二
丸
御
殿
御
絵
間
数
之
覚
」

 

御
車

（
貼
付
文
書
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

台
徳
院
様　
　
　
　
　
　
　

『
天

（
朱
筆
）保

十
五
辰
年
五
月
十
四
日

　

権
現
様　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
殿
番
小
頭
井
上

　

大
猷
院
様　
　
　
　
　
　
　
　

伝
八
郎
書
取
呉
候
写　
　
　
　

』

　

一
、
御
玄
関

　

一
、
遠
侍
間　
　
　
　
　
　

御
絵　

山
楽

）
1
（

　

一
、
殿
上
之
間

）
2
（

　
　
　
　
　
　
　
　

弟
子
絵

）
3
（

　

一
、
御
式
台
裏
之
間

）
4
（

　
　
　
　
　
　

探
幽

）
5
（

　
　
　
　
　
　

東
之
方
杉
戸　
　
　
　

山
嵐

）
6
（

　

一
、
御
式
台
之
間　
　
　
　
　
　
　

探
幽

）
7
（

　

一
、
大
広
間　
　
　
　
　
　
　
　
　

探
幽

　
　
　
　
　
　

彫
物　

左
左
吉

）
8
（

　

一
、
蘓
鉄
之
間　
　
　
　
　
　
　
　

弟
子
絵

　

一
、
御
黒
書
院

）
9
（

　
　
　
　
　
　
　
　

尚
信

）
10
（

　
　
　
　
　
　

南
之
方
杉
戸
濡
鷺

）
11
（

　

一
、
御
座
之
間

）
12
（

　
　
　
　
　
　
　
　

興
意

）
13
（

　

一
、
御
庭
廻　
　
　
　
　
　
　
　
　

遠
州
好

）
14
（

　

　

 
 
 
 

（
1
）　

遠
侍
筆
者
は
、
「
二
条
御
城
御
指
図
（
二
条
城
建
物
古
図
）
」
（
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
）
で
は
、
「
真

設
、
道
味
」
と
記
録
さ
れ
て
お
り
、
「
真
設
」
は
狩
野
真
説
甚
之
丞
（
一
五
八
三
～
一
六
二
八
）
を

指
し
、
土
居
次
義
氏
は
こ
の
説
を
採
っ
て
い
る
（
土
居
次
義
「
障
壁
画
」『
元
離
宮
二
条
城
』
小
学
館
、

一
九
七
四
年
）
。
江
戸
期
の
資
料
で
狩
野
山
楽
（
一
五
五
九
～
一
六
三
五
）
筆
と
す
る
の
は
、
こ
れ

が
初
出
か
。

（
2
）　

現
「
勅
使
の
間
」
の
こ
と
。
本
史
料
及
び
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
「
二
条
御
城
御
指
図
」
で
は
、「
殿
上
の
間
」
、

大
阪
市
立
住
ま
い
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
寄
託
中
井
家
文
書
「
二
條
御
二
之
丸
」
で
は
、
「
御
遠
侍　

御

　

「
二
丸
御
殿
御
絵
間
数
之
覚
」
解
説
（
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
「
二
条
御
城
中
御
本
丸
二
丸
御
殿
御
絵
間
数
之
覚
」
の
う
ち
）
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上
段
」
と
記
さ
れ
る
。

（
3
）　

筆
者
に
つ
い
て
、
土
居
次
義
氏
は
甚
之
丞
説
を
採
り
（
土
居
一
九
七
四
）
、
山
根
有
三
氏
は
狩
野
長

信
を
採
る
（
山
根
有
三
「
狩
野
興
以
の
法
橋
時
代
の
画
風
に
つ
い
て 

名
古
屋
城
・
二
條
城
障
壁
画

筆
者
の
再
検
討
を
背
景
に
」
『
国
華
』
第
一
二
六
四
号
、
国
華
社
、
二
〇
〇
一
年
）
。

（
4
）　

現
在
「
老
中
の
間
」
と
呼
ば
れ
る
。

（
5
）　

狩
野
探
幽
（
一
六
〇
二
～
七
四
）
の
こ
と
。
な
お
、
老
中
の
間
三
の
間
の
筆
者
は
狩
野
興
以
（
？
～

一
六
三
六
）
と
す
る
説
が
有
力
で
、
老
中
の
間
一
の
間
、
二
の
間
も
興
以
に
近
い
絵
師
と
さ
れ
る
（
山

下
善
也
「
二
の
丸
御
殿
に
お
け
る
狩
野
興
以
の
役
割 

老
中
の
間
と
黒
書
院
の
障
壁
画
を
め
ぐ
っ
て
」

『
国
華
』
第
一
三
〇
〇
号
、
国
華
社
、
二
〇
〇
四
年
）
。

（
6
）　

「
山
嵐
」
は
筆
者
で
は
な
く
、
杉
戸
の
画
題
を
記
し
て
い
る
。
杉
戸
と
は
め
込
み
の
板
絵
及
び
重
要

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
室
内
の
障
壁
画
の
原
画
は
、
現
在
、
御
殿
か
ら
取
り
外
し
て
い
る
。
御

殿
か
ら
取
り
外
す
前
の
位
置
と
向
き
は
、
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
昭
和
五
七
年
時
点
を
基
準
と

し
、
こ
れ
を
「
現
状
」
と
記
す
。
一
方
、
寛
永
三
年
（
一
六
二
六
）
当
初
の
杉
戸
の
位
置
と
向
き
は

「
当
初
」
と
記
す
。
「
山
嵐
」
の
杉
戸
絵
は
現
状
位
置
と
一
致
す
る
。
以
下
、
杉
戸
の
位
置
と
向
き
に

つ
い
て
は
下
記
を
参
照
の
こ
と
。
松
本
直
子
「
二
条
城
二
の
丸
御
殿
の
内
部
装
飾
の
全
体
構
想
に
つ

い
て　

―
廊
下
杉
戸
絵
を
中
心
に
―
」
（
『
鹿
島
美
術
研
究
』
年
報
第
三
六
号
別
冊
、
二
〇
一
九
年
）
。

（
7
）　

本
史
料
や
他
の
江
戸
期
の
指
図
で
も
探
幽
筆
と
記
さ
れ
る
が
、
山
楽
説
も
提
唱
さ
れ
て
い
る
。
（
鬼

原
俊
枝
『
幽
微
の
探
求
：
狩
野
探
幽
論
』
大
阪
大
学
出
版
会
、
一
九
九
八
年
、
野
田
麻
美
編
『
徳
川

の
平
和
─
年
の
美
と
叡
智
─
』
静
岡
県
立
美
術
館
、
二
〇
一
六
年
、
一
八
二
頁
）
。

（
8
）　

大
広
間
の
欄
間
彫
刻
の
作
者
名
と
思
わ
れ
る
。
「
左
左
吉
」
に
つ
い
て
は
不
明
。

（
9
）　

江
戸
時
代
に
作
成
さ
れ
た
二
条
城
の
指
図
や
『
寛
永
行
幸
記
』
等
の
史
料
で
は
、
黒
書
院
は
「
小
広
間
」

と
記
さ
れ
る
が
、
本
史
料
や
京
都
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
の
中
井
家
文
書
中
の
二
条
城
の
指
図
で
は
、

「
御
黒
書
院
」
と
記
さ
れ
る
も
の
も
あ
る
。
な
お
、
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
の
徳
川
家
茂
（
一
八
四
六

～
六
六
）
上
洛
時
の
記
録
『
昭
徳
院
殿
御
上
洛
日
次
記
』
等
、
幕
末
の
記
録
で
は
「
黒
書
院
」
と
記

さ
れ
る
。

（
10
）　

狩
野
尚
信
（
一
六
〇
七
～
五
〇
）
の
こ
と
。
黒
書
院
の
障
壁
画
筆
者
は
尚
信
以
外
に
も
参
加
絵
師
が

想
定
さ
れ
て
い
る
（
武
田
恒
夫
「
障
壁
画
」
『
元
離
宮
二
条
城
』
小
学
館
、
一
九
七
四
年
）
。

（
11
）　

「
濡
鷺
」
は
杉
戸
絵
の
画
題
。
「
南
之
方
」
と
あ
る
が
、
黒
書
院
の
南
入
側
に
は
、
東
入
側
と
の
境
と
、

二
之
間
と
三
之
間
の
境
の
延
長
上
の
二
箇
所
に
杉
戸
が
あ
る
。
「
濡
鷺
」
の
現
状
位
置
は
東
入
側
境

の
西
面
に
あ
た
り
、
現
在
模
写
障
壁
画
も
そ
の
位
置
に
あ
る
が
、
当
初
位
置
は
二
、
三
之
間
境
の
東

面
で
あ
る
。
注
6
。

（
12
）　

現
「
白
書
院
」
の
こ
と
。
な
お
、
江
戸
期
の
諸
資
料
は
「
御
座
之
間
」
と
記
し
て
い
る
が
、
明
治

一
六
年
（
一
八
八
三
）
か
ら
編
纂
が
始
ま
っ
た
『
岩
倉
公
実
記
』
慶
応
四
年
（
一
六
六
八
）
二
月
三

日
の
明
治
天
皇
の
太
政
官
代
（
二
条
城
）
へ
の
行
幸
の
記
事
は
、
「
白
書
院
垂
簾
ノ
中
ニ
出
御
ス
」

と
記
し
て
い
る
。
し
か
し
、
同
年
三
月
九
日
の
再
度
の
行
幸
に
つ
い
て
『
太
政
官
日
誌
』
（
第
五
号
、

慶
応
四
年
三
月
発
行
）
は
「
御
座
ノ
間
エ
出
御
」
と
記
す
。
な
お
、
明
治
一
七
年
（
一
八
八
四
）
に

二
条
城
が
離
宮
と
な
っ
た
以
降
の
工
事
記
録
（
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
）
で
は
「
白
書
院
」
で
統
一
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
明
治
一
〇
年
代
に
「
白
書
院
」
が
定
着
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
13
）　

狩
野
興
以
の
こ
と
。
「
御
城
内
御
本
丸
二
之
御
丸
御
殿
向
指
図
」
（
中
井
家
文
書
）
等
の
江
戸
期
の

指
図
で
も
白
書
院
の
筆
者
は
興
以
と
す
る
が
、
近
年
は
、
狩
野
長
信
が
有
力
視
さ
れ
て
い
る
（
小

嵜
善
通
「
二
の
丸
御
殿
白
書
院
障
壁
画
の
筆
者
に
つ
い
て
」
『
国
華
』
第
一
三
〇
〇
号
、
国
華

社
、
二
〇
〇
四
年
、
小
野
真
由
美
「
狩
野
長
信
筆 

山
水
図
」
『
国
華
』
第
一
四
五
〇
号
、
国
華
社
、

二
〇
一
六
年
）
。

（
14
）　

小
堀
遠
州
（
一
五
七
九
～
一
六
四
七
）
の
好
み
と
記
す
。

二
「
二
丸
御
殿
御
絵
間
数
之
覚
」
御
座
之
間

二
丸
御
殿
御
絵
幷
間
数
之
覚

一
、
御
座
之
間　

雨
落

）
1
（

よ
り
雨
落
迄　

東

西

拾

間 

南
北
拾
間
半　

御
絵
筆
者　

興
意

御
上
段　

東

西

三

間 

南
北
弐
間
半

格
天
井
、
折
上
ケ
、
黒
塗

）
2
（

、
飾
金
物
、
地
稲
妻
御
紋

）
3
（

、
内
の
絵
、
地
緑
青
鳳
凰
唐

草
、
金
彩
色
、
中
に
だ
ん
せ
ん
、
泥
引
、
草
木
花
尽
し
、
へ
り
紺
青
、
地
金
の
唐

花
、
張
付
、
長
押
上
、
惣
廻
り
泥
引
、
山
水
薄
彩
色

）
4
（

、
框
黒
塗

）
5
（

御
床　
　

弐
間

鏡
天
井
、
紺
青
、
金
の
唐
草
、
彩
色
、
唐
花
の
散
し
、
内
ニ
団
扇
泥
引
、
桜
桃
椿

茨
か
い
と
う
、
彩
色
、
絵
ふ
ち
黒
塗
、
張
付
泥
引
、
絵
山
水
冬
の
躰
、
薄
彩
色
、

小
壁
泥
引

）
6
（

、
水
草
冬
枯
の
木
、
薄
彩
色

御
附
書
院
、
鴨
居
の
上
す
か
し
花
菱
組
、
障
子
内
の
絵
、
冬
枯
の
木
、
よ

（

芦

）し
に
舩
、

薄
彩
色
、
左
右
の
張
付

）
7
（

、
絵
遠
山
薄
雪
冬
枯
の
木
、
小
壁
泥
引
、
水
ニ
よ
し

）
8
（

、
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御
床
板
欅

）
9
（

御
違
棚
二
段
、
板
欅
、
飾
金
物
、
御
紋

御
袋
棚
、
小
襖
へ
り
黒
地
金
襴
、
内
泥
引
、
枇
杷
桃
山

（
ヤ
マ
モ
モ
）

も
ゝ
り
ん
ご
、
彩
色

）
10
（

、
裏

四
枚
と
も
泥
引
、
石
竹

）
11
（

、
御
床
の
内
惣
泥
引
、
つ
ゝ
じ
木
瓜
、
彩
色

）
12
（

御 

張
台
、
ふ
ち
黒
塗
、
飾
金
物
、
惣
唐
草
御
紋
、
揚
巻
座

）
13
（

、
内
の
方

）
14
（

、
格
天
井
黒
塗
、

飾
金
物
、
御
紋
、
花
亀
甲
、
彩
色
、
六
ツ
丁
子
、
六
葉
の
桔
梗

）
15
（

、
長
押
上
惣
廻

り
泥
引
、
石
竹
す
ゝ
き
野
菊
、
張
付
、
萩
桔
梗
、
金
の
柴
垣
置
上
ケ
金
溜

）
16
（

、
彩
色
、

北
の
上
か
な
窓
有

）
17
（

同
所
二
之
間　

東
西

南
北

三
間
四
方

格
天
井
黒
塗
、
飾
金
物
、
唐
草
御
紋
、
内
金
の
丸
、
牡
丹
の
折
枝
、
唐
草
花
丸
の

間
に
唐
花
、
錦
彩
色
、
長
押
上
、
御
襖
張
付
泥
引
、
せ
い
こ
の
図

）
18
（

、
薄
彩
色

同
所
三
之
間　

東
西

南
北

三
間
四
方

天
井
二
之
間
同
前
、
長
押
上
泥
引
張
付
、
山
水
賢
人
の
図

）
19
（

、
薄
彩
色

同
所
四
之
間　

東
西
弐
間

南
北
三
間

格
天
井
黒
塗
、
飾
金
物
、
御
紋
、
内
紫
、
花
亀
甲
緑
青
に
て
六
ツ
丁
子
金
、
く

わ
の
内
ニ
唐
花
、
錦
彩
色
、
泥
引

）
20
（

、
長
押
上
、
御
襖
張
付
泥
引
、
雪
に
梅
竹
雀

四（

四

十

雀

）

十
か
ら
、
柴
垣
に
柳
椿
嶋
ひ
よ
鳥

）
21
（

、
芦
に
鷺
、
水
に
ば

（

鷭

）ん
、
北
長
押
上
に
間
半

の
金
窓
有

）
22
（

同
所
西
之
御
椽
側
通　

東
西
壱
間

南
北
六
間

格
天
井
黒
塗
、
飾
金
物
御
紋
、
内
金
網
代
形
、
外
蔦
か
つ
ら
、
丸
の
内
に
唐
花
草

花
色
々
、
極
彩
色
、
長
押
上
泥
引
、
金
銀
の
竹
ま
せ
垣
、
八
重
一
重
の
山
吹

）
23
（

、
雨

戸
の
上
ら
ん
ま
障
子

同
所
北
之
杉
戸　

南

表

芦

に

鷺         

北
表
紅
葉
に
山

（
山
雀
）

か
ら
下
草

同
所
中
之
杉
戸　

南

表

牡

丹       

北
表
糸
さ
く
ら
下
草

　
　
　

乱
）

24

（

間
黒
塗
、
竹
の
節
た
す
き

同
所
南
之
杉
戸　

南

表

桃

に

ゐ
（
イ
ン
コ
）

ん

こ

鳥     

北
表
岩
に
唐
松
椿
ほ

）
25

（
ホ
オ
ジ
ロ
）（

し
ろ

同
所
南
御
椽
側
通　

東

西

八

間 

南
北
壱
間
半　
　

 
 
 
 

西
御
椽
側
同
前

同
所
杉
戸　

西
表
金
網
代
垣
に
八
重
さ
く
ら 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

東
表
岩
に
く
ち
な
し
芦
沢
桔
梗
水
草
せ
き
れ

）
26
（

い

乱
間
黒
塗
、
竹
の
ふ
し
た
す
き

同
所
東
は
め　

苅
田
に
鳫
白
鳥

同
所
東
御
椽
側
通　

東
西
壱
間

南
北
六
間

　
　
　

西
御
椽
側
同
前

同
所
南
杉
戸　

南
表
あ

（
ア
ジ
サ
イ
）

ち
さ
い 

北
表
つ
ゝ
じ
根
笹

同
所
中
之
杉
戸　

南
表
岩
に
水
こ

（
コ
マ
ド
リ
）

ま
鳥
く（

カ
リ
ン
）

わ
り
ん

北
表
り
ん
ご
木
瓜

同
所
北
之
杉
戸  

南
表
沢
に
岩
あ
し
鴨
沢
瀉
水
草

北
表
山
桃
根

笹

）
27
（

同
所
北
御
椽
側
通　

東
西
八
間

南
北
壱
間

　
　

西
御
椽
側
同
前

同
所
東
之
杉
戸　

東
表
し（

枝
垂
）

た
れ
柳
く（

カ
ン
ゾ
ウ
）

わ
ん
さ
う

西
表
芙
蓉

乱
間
黒
塗
、
竹
の
ふ
し
た
す
き

同
御
雲
隠
そ
は
杉
戸　

東

表

岩

に

り

ん

ご   

西
表
沢
に
杜
若
か

）
28

（
コ
ウ
ホ
ネ
）（

う
骨

同
所
御
雲
隠　

東
西
壱
間
半

南
北
壱
間

天
井
長
押
上
惣
板
、
東
西
に
窓
有

同
御
次
間　

東
西
壱
間
半

南
北
壱

間
）
29
（

天
井
長
押
上
、
惣
板
西
御
床
御
畳
入
、
ふ
ち
黒
塗
、
東
ニ
窓
有
、
南
の
入
口
ま

（

舞

良

戸

）

い
ら

同
所
溜
之
間　

東
西
南
北
三
間
四
方

）
30
（

格
天
井
黒
塗
、
飾
金
物
、
花
菱
、
御
紋
、
泥
引
、
雲
取
ニ
金
の
香
の
図
、

あ
（

ア

サ

ガ

オ

）

さ
か
ほ
雀
十
二
か
う
、
ほ
し
ろ
ミ
や
ま
蝶
小
鳥
色
々
、
彩
色
、
惣
廻
り
長
押
上

泥
引
、
山
ニ
若
松
槙
桧
つ
ゝ
じ

）
31
（

、
連
子
窓
、
北
上
ニ
弐
ツ
、
南
中
ニ
三
ツ
有

同
西
之
杉
戸　

東
表
若
松
に
桧 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

西
表
水
に
鳫
鴨
白
鳥
、
岩
に
あ
し

（
1
）　

屋
根
か
ら
雨
が
落
ち
る
と
こ
ろ
、
す
な
わ
ち
軒
先
下
の
こ
と
。

（
2
）　

「
黒
塗
」
は
縁
が
黒
漆
塗
で
あ
る
こ
と
を
指
す
。

（
3
）　

白
書
院
上
段
は
、
大
正
大
礼
（
一
九
一
五
年
）
時
に
、
天
皇
の
休
息
所
と
な
っ
た
た
め
、
三
つ
葉
葵

紋
の
上
か
ら
天
皇
家
の
紋
で
あ
る
菊
紋
が
被
せ
ら
れ
た
。
現
状
は
、
菊
紋
が
残
っ
て
い
る
と
こ
ろ
、

菊
紋
が
脱
落
し
、
葵
紋
の
み
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
混
在
す
る
。
文
様
の
詳
細
は
別
表
２
を
参
照
。

（
4
）　

障
壁
画
（
長
押
上
貼
付
・
壁
貼
付
・
襖
貼
付
等
）
の
技
法
「
泥
引
」
は
「
金
泥
引
」
を
指
す
。
画
題
の
「
山

水
」
は
現
状
と
矛
盾
は
な
い
が
、
他
の
江
戸
時
代
資
料
で
は
二
之
間
と
と
も
に
「
西
湖
図
」
と
す
る

「二丸御殿御絵間数之覚」解説（京都大学附属図書館蔵「二条御城中御本丸二丸御殿御絵間数之覚」のうち）（松本）
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も
の
が
多
い
。

（
5
）　

上
段
と
下
段
の
境
の
框
を
指
す
。

（
6
）　

「
小
壁
」
は
大
床
袖
壁
貼
付
を
指
す
。

（
7
）　

「
左
右
の
張
付
」
は
、
付
書
院
袖
壁
貼
付
を
指
す
。

（
8
）　

「
小
壁
」
は
付
書
院
下
の
蹴
込
の
小
壁
を
指
す
か
。
現
状
は
、
墨
画
の
描
写
は
見
ら
れ
な
い
。

（
9
）　

「
御
床
板
」
は
付
書
院
の
板
材
で
、「
欅
」
と
記
す
が
、
実
際
の
樹
種
は
確
定
さ
れ
て
い
な
い
。
以
下
、

板
材
と
し
て
「
欅
」
と
記
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
も
同
様
。

（
10
）　

違
棚
上
の
小
襖
の
縁
裂
と
画
題
は
、
こ
こ
で
表
面
と
し
て
記
録
さ
れ
て
い
る
面
が
、
現
状
で
は
裏
面

に
な
っ
て
お
り
、
部
分
的
に
現
存
し
て
い
る
（
重
要
文
化
財
未
指
定
）
。
た
だ
し
、「
枇
杷
、
桃
、
山
桃
、

り
ん
ご
」
か
ら
な
る
四
面
の
う
ち
「
り
ん
ご
」
の
画
面
は
現
存
し
て
い
な
い
。
「
二
ノ
丸
御
殿
金
物

取
調
書
（
二
条
城
各
部
分
建
物
及
幕
置
役
所
役
宅
等
図
ノ
三
）
」
（
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
）
の
違

棚
の
図
の
書
入
れ
も
同
内
容
で
あ
る
。

（
11
）　

違
棚
上
小
襖
の
裏
面
と
し
て
記
録
さ
れ
て
い
る
も
の
が
、
現
状
、
表
面
と
な
っ
て
い
る
。
「
二
ノ
丸

御
殿
金
物
取
調
書
（
二
条
城
各
部
分
建
物
及
幕
置
役
所
役
宅
等
図
ノ
三
）
」
（
京
都
大
学
附
属
図
書
館

蔵
）
の
違
棚
の
図
の
書
入
れ
で
も
、
「
小
襖
う
ら
石
竹
四
枚
共
、
地
泥
引
、
さ
い
し
き
」
と
あ
る
。

（
12
）　

「
御
床
の
内
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
他
の
棟
の
記
録
の
仕
方
と
文
脈
か
ら
、
こ
れ
は
「
御
袋
棚
の
内
」

と
す
べ
き
と
こ
ろ
を
誤
記
し
た
と
判
断
で
き
る
。
棚
の
内
側
は
、
現
状
は
白
貼
り
。

（
13
）　

帳
台
襖
に
取
り
付
け
ら
れ
た
金
物
に
つ
け
ら
れ
た
紐
を
指
す
。
揚
巻
結
び
に
な
っ
て
い
る
。

（
14
）　

帳
台
の
間
の
こ
と
。

（
15
）　

飾
金
物
の
文
様
の
う
ち
、
「
六
ツ
丁
子
」
は
「
六
葉
葵
」
紋
の
見
誤
り
か
。

（
16
）　

「
置
上
ケ
」
は
胡
粉
（
貝
殻
を
原
料
と
す
る
白
の
絵
具
）
を
厚
く
塗
り
、
立
体
的
に
見
せ
る
手
法
。
「
置

上
胡
粉
」
「
盛
上
胡
粉
」
と
も
言
う
。
「
金
溜
」
は
、
置
上
（
盛
上
）
胡
粉
の
上
に
金
箔
を
貼
っ
た
技

法
を
指
す
。

（
17
）　

「
か
な
窓
」
は
、
鉄
格
子
の
窓
を
指
す
。
現
存
。

（
18
）　

中
国
杭
州
の
名
所
「
西
湖
」
の
図
。
二
条
城
の
西
湖
図
は
、
伝
元
信
筆
の
真
珠
庵
通
僊
院
襖
絵
（
榊

原
悟
「
真
珠
庵
通
僊
院
襖
絵
〝
西
湖
図
″
を
め
ぐ
る
問
題
」
『
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
二
〇
周
年
記
念

論
集
』
一
九
八
二
年
）
や
、
伝
元
信
筆
《
西
湖
図
屏
風
》
（
出
光
美
術
館
蔵
）
の
山
の
形
状
等
を
部

分
的
に
採
用
し
、
壁
面
に
点
在
さ
せ
て
い
る
が
、
通
常
の
「
西
湖
図
」
に
は
含
ま
れ
な
い
モ
チ
ー
フ

も
多
く
、
一
見
し
て
西
湖
図
と
は
断
定
で
き
な
い
。
（
土
居
一
九
七
四
）
。

（
19
）　

「
賢
人
」
は
隠
者
や
仙
人
の
図
を
指
す
。
同
間
に
描
か
れ
て
い
る
人
物
の
う
ち
画
題
が
判
明
し
て
い

る
の
は
、
「
四
睡
図
」
「
林
和
靖
」
「
朱
買
臣
」
で
あ
る
。

（
20
）　

「
紫
」
は
地
の
色
を
指
す
と
思
わ
れ
る
が
、
現
状
は
変
色
し
て
褐
色
に
な
っ
て
い
る
。
「
く
わ
」
は
「
窩
」

の
こ
と
か
。
中
央
の
唐
花
を
描
く
窓
状
の
も
の
を
指
す
か
。

（
21
）　

「
嶋
ひ
よ
鳥
（
し
ま
ひ
よ
ど
り
）
」
の
現
種
名
は
「
ク
ロ
ヒ
ヨ
ド
リ
」
で
あ
る
。
本
史
料
の
「
し
ま
ひ

よ
ど
り
」
は
、す
べ
て
頭
の
み
が
白
い
「
シ
マ
ヒ
ヨ
ド
リ
型
ク
ロ
ヒ
ヨ
ド
リ
」
で
あ
る
。
下
記
を
参
照
。

磯
野
直
秀
「
明
治
前
動
物
渡
来
年
表
」
（
『
慶
應
義
塾
大
学
日
吉
紀
要　

自
然
科
学
』
四
一
、
三
五
～

六
六
頁
、
二
〇
〇
七
年
）
。

（
22
）　

注
17
に
同
じ
。

（
23
）　

現
状
は
、
明
治
三
一
年
（
一
八
九
八
）
に
制
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
原
画
は
遺
さ
れ
て
い
な
い
。

他
の
縁
側
に
つ
い
て
も
同
じ
。
中
野
志
保
「
【
作
品
紹
介
】
二
の
丸
御
殿
の
明
治
期
障
壁
画
」
（
『
研

究
紀
要　

元
離
宮
二
条
城
』
第
一
号
、
二
〇
二
二
年
、
二
四
〇
～
二
四
九
頁
）
。

（
24
）　

「
乱
間
」
は
「
欄
間
」
を
指
す
。

（
25
）　

杉
戸
の
向
き
は
、
現
状
と
一
致
す
る
が
、
当
初
は
逆
か
。

（
26
）　

杉
戸
の
向
き
が
、
現
状
は
逆
だ
が
、
当
初
は
本
史
料
ど
お
り
か
。

（
27
）　

「
同
所
中
之
杉
戸
」
と
「
同
所
北
之
杉
戸
」
は
、
現
状
位
置
と
逆
だ
が
、
現
状
が
当
初
の
位
置
か
。

（
28
）　

「
同
所
東
之
杉
戸
」
と
「
同
雪
隠
そ
は
杉
戸
」
は
、
現
状
位
置
と
逆
だ
が
、
現
状
が
当
初
位
置
か
。

（
29
）　

「
御
雪
隠
」
と
「
同
次
間
」
は
現
存
す
る
が
、
窓
の
位
置
な
ど
内
装
は
現
状
と
一
致
し
な
い
。

（
30
）　

「
溜
之
間
」
は
現
在
「
指
出
の
間
」
と
呼
ば
れ
る
。

（
31
）　

現
状
は
、
明
治
三
二
年
（
一
八
九
九
）
に
制
作
さ
れ
た
障
壁
画
で
あ
る
。

三
「
二
丸
御
殿
御
絵
間
数
之
覚
」
黒
書
院

一
、
御
黒
書
院　

雨
落
よ
り
雨
落
迄　

東

西

拾

六

間  

南
北
拾
弐
間
半　

御
絵
筆
者　

主
（
尚
信
）

馬

御
上
段　

東
西
南
北　

三
間
半
四
方

格
天
井
折
上
黒
塗
、
飾
金
物
御
紋
、
金
廻
り
唐
草
花
菱
、
緑
青
折
入
、
角
又
内
角

地
紺
青
、
む
か
い
鳳
凰
金
彩
色

）
1
（

、
長
押
上
山
水
、
ま
い
ら
戸
梅
桜
柴
垣
置
上
ケ
金
溜
、

岩
に
根
笹
、
框
黒
塗

御
床　

弐
間
半

鏡
天
井
絵
彩
色
共
に
惣
天
井
同
断
、
金
張
付
、
松
に
雪
紅
梅
、
嶋
ひ
よ
鳥
、
か
ら
鳥
、

研究ノート
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四
十
か
ら
、
ひ
た
き
、
柴
垣
置
上
ケ
金
溜
、
蔦
か
つ
ら
茨
根
笹

）
2
（

、
御
床
板
欅

御
附
書
院
、
天
井
同
前
、
乱
間
桜
の
す
か
し
、
組
小
障
子
黒
塗
、
ま
い
ら
内
大
へ
り

紺
地
印
金
紙
小
遍
り
緑
青

）
3
（

、
内
の
絵
薄
彩
色
、
山
水
、
小
か
へ
惣
金
、
絵
竹
に

い（

茨

）

は
ら
、）

4
（

御
床
板
欅

同
北
之
御
違
棚
三
段
、
金
張
付
、
竹
ニ
砂
子
、
雪
、
金
柴
垣
蔦

御
袋
、
棚
小
襖
四
枚
、
泥
引
、
薄
彩
色
、
山
水
、
廻
り
茶
地
金
襴
、
小
へ
り
浅
黄
金
襴
、

裏
墨
絵
、
な（

茄

子

）

す
ひ
、
か

（

柿

）き
、
ふ（

葡

萄

）

ど
う
、
柚

）
5
（

、
御
袋
棚
の
内
、
惣
金
張
付

）
6
（

、
御
棚
板
欅
、

飾
金
物
御
紋
有

同
東
御
違
棚
、
金
張
付
砂
子
、
桜
、
し

（

シ

ャ

ガ

）

ゆ
が
、
た

（

た

ん

ぽ

ぽ

）

ん
ほ
ゝ
、
す

（

す

み

れ

）

ミ
れ
、
鶉
、
ひ
た
き

）
7
（

御
袋
棚
、
小
ふ
す
ま
四
枚
、
泥
引
、
薄
彩
色
、
山
水
、
へ
り
茶
金
襴
、
小
へ
り
浅
黄
金
襴
、

裏
の
方
墨
絵
、
四
季
折
枝
、
梅
、
夕
㒵

（
顔
）

、
芙
蓉
茨
水
仙

）
8
（

、
御
袋
棚
の
内
、
惣
金
張

付
）
9
（

、
御
棚
四
段
、
板
欅
、
飾
金
物
御
紋
有

同
御
張
台　

東

西

弐

間 

南
北
三
間
半

ふ
ち
黒
塗
、
飾
金
物
、
御
紋
し（

七

宝

）

つ
は
う
、

）
10
（

総
角
座

）
11
（

、
金
張
付
、
水
岩
に
桜
つ
ゝ
じ
、

た
ん
ほ
ゝ
、
す
ミ
れ
、
雉
子
ほ

（
ホ
オ
ジ
ロ
）

じ
ろ
、
へ
り
茶
金
襽
、
小
へ
り
浅
黄
金
襴
、
長
押

上
、
遠
山
桜
つ
は
め
、
内
の
方
、
天
井
棹
ふ
ち
、
木
地
廻
り
、
惣
金
張
付
、
松
に

か（

海

棠

）

い
だ
う
椿
水
岩
に
根
笹
雀
尾
長
ど
り

）
12
（

、
長
押
上
、
遠
山
に
松
四
十
か
ら
唐
鳥

）
13
（

同
所
二
之
間　

東
西
四
間
半

南
北
三
間
半

格
天
井
黒
ぬ
り
、
飾
金
物
、
御
紋
、
地
紫
稲
妻
に
牡
丹

）
14
（

、
印
金
彩
色

）
15
（

、
内
に
丸
五
ツ

唐
花
、
極
彩
色
、
花
菱

）
16
（

、
南
西
長
押
上
、
砂
子
泥
引
、
絵
山
水
中
彩
色
、
ま
い
ら
戸
、

襖
と
も
惣
金
張
付
、
金
柴
垣
ニ
桜
つ
ゝ
じ
、
岩
に
水
た
ん
ほ
ゝ
、
す
ミ
れ
根
笹
金

の
竹
垣
桧
垣
い
は
ら
、
い
ん
こ
鳥
山
鳥
、
ほ
じ
ろ
鳩
ひ
た
き
、
山（

山

雀

）

か
ら
、
う

（

鷽

）そ
鳥

雀
）
17
（

、
襖
の
上
花
乱
間
ふ
ち
黒
塗

同
所
三
之
間　

東

西

五

間 

南
北
三
間
半

格
天
井
二
之
間
同
前

）

18

（

、
長
押
上
金
張
付
、
洲
崎
に
並
木
松
、
ま
い
ら
戸
、
襖
、
金
張
付
、

西
北
雪
の
松
水
仙
寒
菊
芦
根
笹
苅
田
に
鷺
、
南
東
松
に
根
笹
り

（

リ

ン

ド

ウ

）

ん
と
う
、
水
に
沢

桔
梗

）
19
（

水
草
鷺

）
20
（

同
所
四
之
間　

東

西

四

間 

南
北
三
間
半

格
天
井
黒
塗
、
飾
金
物
御
紋
、
地
紫

）
21
（

、
金
稲
妻
、
角
々
に
牡
丹
唐
草
、
薄
彩
色
、

丸
の
内
に
唐
花
、
錦
彩
色
、
惣
金
張
付
、
長
押
上
す
ゝ
き
に
扇
子
の
散
し
、
ま
い

ら
戸
襖
絵
ま（

籬

垣

）

せ
か
き
、
柴
垣
菊
色
々
、
置
上
金
溜
、
根
笹
り
ん
と
う
水

同
所
東
御
椽
側
通　

東

西

三

間 

南
北
拾
間
半

）
22
（

格
天
井
黒
塗
、
飾
金
物
御
紋
、
紺
青
金
に
て
六
ッ
花
輪
違
中
唐
花
、
錦
彩
色

）
23
（

、
長

押
上
金
張
付
、
藤
の
棚

）
24
（

、
襖
張
付
、
惣
金
、
牡
丹
岩
に
木
瓜
根
笹
水
草
ひ
た
き
、

ほ
（
ホ
オ
ジ
ロ
）

し
ろ
十
二
か
う

）
25
（

、
東
ま
い
ら
戸

）
26
（

同
所
北
御
椽
側
通　

東
西
九
間
半

南
北
壱
間
半

天
井
長
押
上
、
東
御
椽
側
同
前
、
北
中
敷
居
上
乱
間
し
や
う
じ
、
ふ
ち
黒
塗

同
中
之
杉
戸　

東
表
紅
葉
岩
に
根
笹

西
表
ゆ
り

上
の
雀
板
彫
物
牡
丹
梅
鳥
根
笹
、
ふ
ち
黒
塗

同
西
之
杉
戸　

東
表
な
よ
竹 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

西
表
柴
垣
芙
蓉
置
上
ケ
金
溜

同
所
西
御
椽
側
通　

東
西
壱
間
半

南
北
拾
間
半

東
御
椽
側
同
前
、
北
ハ
は
め
柴
垣
芙
蓉
置
上
ケ
金
溜
、
上
乱
間
障
子
ふ
ち
黒
塗

）
27
（

同
所
南
御
椽
側
通　
　

東
西
拾
壱
間

南
北
弐
間

西
御
椽
側
同
前

同
西
之
杉
戸　

西
表
花
籠
雀
桔
梗
野
菊
秋
葵
置
上
金
溜
花
籠
菊
芙
蓉
置
上
金
溜

）
28
（

東
表
と
ま
り
舟
ニ
よ
し
鷺

上
雀
板
彫
物
牡
丹
根
笹
唐
鳥
、
極
彩
色

同
東
之
杉
戸　

西
表
薄
雪
冬
枯
の
木
蔦
根
笹
鳩  

東
表
柴
垣
置
上
金
溜
あ
さ
か
ほ

）
29
（

東
側
杉
戸　

西
表
岩
嶋
に
雉
子
根
笹
野
菊

東
表
そ
て
つ

（
1
）　

天
井
画
の
文
様
は
現
状
と
お
お
よ
そ
一
致
し
て
い
る
が
、
「
花
菱
」
に
該
当
す
る
も
の
は
な
い
。

（
2
）　

「
か
ら
鳥
＝
異
国
の
鳥
」
と
す
る
の
は
、
し
ま
ひ
よ
ど
り
の
向
か
っ
て
右
斜
め
上
に
泊
ま
る
二
羽
の

鳥
を
指
す
と
思
わ
れ
る
が
、
種
と
し
て
は
、
カ
ケ
ス
に
近
い
よ
う
に
見
え
る
。
「
四
十
雀
」
は
、
向
か
っ

て
右
の
袖
壁
に
二
羽
描
か
れ
て
い
る
。
「
ひ
た
き
」
は
、
四
十
雀
よ
り
上
部
に
一
羽
描
か
れ
て
い
る

鳥
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。

（
3
）　

腰
障
子
貼
付
の
大
縁
と
小
縁
は
、
現
状
（
修
理
前
）
は
、
牡
丹
唐
草
鳳
凰
紋
の
金
襴
で
あ
っ
た
。

（
4
）　

こ
の
「
小
か
へ
＝
小
壁
」
は
付
書
院
袖
壁
を
指
す
。

（
5
）　

小
襖
の
裏
面
の
墨
絵
の
う
ち
、
「
な
す
ひ
＝
茄
子
」
の
み
現
存
す
る
（
重
要
文
化
財
未
指
定
）
。
も
う

一
面
裏
面
に
米
点
の
よ
う
な
表
現
が
遺
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。

「二丸御殿御絵間数之覚」解説（京都大学附属図書館蔵「二条御城中御本丸二丸御殿御絵間数之覚」のうち）（松本）
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（
6
）　

現
存
せ
ず
。

（
7
）　

「
ひ
た
き
」
と
す
る
の
は
飛
ん
で
い
る
鳥
を
指
す
か
と
思
わ
れ
る
が
、
描
か
れ
て
い
る
鳥
は
「
ひ
た
き
」

の
特
徴
を
と
ら
え
て
い
な
い
。

（
8
）　

裏
面
の
絵
は
現
存
せ
ず
。

（
9
）　

現
存
せ
ず
。

（
10
）　

七
宝
が
施
さ
れ
て
い
る
の
は
、
帳
台
構
の
下
部
の
六
葉
葵
紋
の
み
で
あ
る
。

（
11
）　

揚
巻
（
総
角
）
結
び
の
組
紐
の
こ
と
。
第
一
章
の
注
13
。

（
12
）　

「
内
の
方
＝
帳
台
の
間
」
の
障
壁
画
は
、
帳
台
構
襖
四
面
の
み
が
現
存
す
る
。
現
存
襖
に
は
、
松
、
椿
、
岩
、

水
が
描
か
れ
て
い
る
た
め
、
「
海
棠
」
「
雀
」
「
尾
長
鳥
」
は
壁
面
に
描
か
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

現
状
の
壁
面
は
長
押
上
も
含
め
て
、
府
庁
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
二
条
城
が
皇
室
の
離
宮
に
な
っ

た
こ
と
に
伴
っ
て
、
明
治
一
八
年
（
一
八
八
五
）
か
ら
翌
年
に
か
け
て
実
施
さ
れ
た
城
内
全
域
の
大

修
繕
（
以
下
「
明
治
修
理
」
と
記
す
）
の
際
に
、
遅
く
と
も
京
都
府
庁
時
代
に
は
二
条
城
内
に
所
在

し
て
い
た
マ
ク
リ
の
う
ち
、
美
麗
な
も
の
を
選
ん
で
貼
り
付
け
た
。
（
『
京
都
府
行
政
文
書
』
『
二
条

離
宮
引
き
渡
し
一
件
』
内
の
「
二
条
離
宮
建
物
内
金
張
付
剥
及
枚
数
書
」
以
下
「
枚
数
書
」
と
記
す
）
。

な
お
、
そ
の
う
ち
名
所
図
は
、
中
御
門
天
皇
（
一
七
〇
二
～
三
七
）
の
女
御
、
近
衛
尚
子
（
一
七
〇
二

～
二
〇
）
の
た
め
に
、
正
徳
五
年
（
一
七
一
五
）
か
ら
享
保
元
年
（
一
七
一
六
）
の
間
に
建
て
ら
れ

た
女
御
御
殿
の
一
角
を
占
め
る
姫
宮
御
殿
の
障
壁
画
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
（
小
沢
朝
江

「
「
二
条
城
二
の
丸
御
殿
大
広
間
・
黒
書
院
帳
台
の
間
転
用
障
壁
画
の
前
身
建
物
に
つ
い
て
」
『
日
本

建
築
学
会
大
会
学
術
講
演
梗
概
集
』
二
〇
〇
五
年
九
月
）
。
現
状
、
長
押
下
に
は
《
住
吉
・
和
歌
浦
図
》

の
う
ち
、
《
和
歌
浦
図
》
の
一
部
と
《
三
保
松
原
図
》
が
改
装
さ
れ
て
貼
り
付
け
ら
れ
て
い
る
。

（
13
）　

長
押
上
に
は
、も
と
姫
宮
御
殿
障
壁
画
の
う
ち
、《
住
吉
・
和
歌
浦
図
》
の
一
部
が
改
装
さ
れ
た
も
の
と
、

出
所
不
明
の
《
草
花
図
》
と
《
松
に
白
鷺
図
》
が
貼
り
付
け
ら
れ
て
い
る
。
注
12
。

（
14
）　

現
状
、
地
の
色
は
茶
色
に
見
え
る
。

（
15
）　

「
印
金
」
は
、
織
物
に
接
着
剤
で
型
を
置
き
、
そ
の
上
に
金
箔
を
施
し
て
文
様
を
付
け
た
も
の
を
言

う
の
で
、
こ
こ
で
は
、
「
印
金
風
の
彩
色
」
の
意
味
で
記
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
16
）　

こ
の
花
菱
が
指
す
も
の
は
不
明
。

（
17
）　

「
ホ
オ
ジ
ロ
」
は
普
通
の
ホ
オ
ジ
ロ
と
ミ
ヤ
マ
ホ
オ
ジ
ロ
が
該
当
し
、
「
ひ
た
き
」
は
ル
リ
ビ
タ
キ
が

該
当
す
る
。
「
山
雀
」
は
描
か
れ
て
い
な
い
が
、
四
十
雀
を
誤
記
し
た
か
。

（
18
）　

「
同
前
」
と
あ
る
が
、
三
之
間
で
は
地
紋
の
う
ち
「
稲
妻
」
が
な
い
の
で
、
完
全
に
同
一
で
は
な
い
。

（
19
）　

東
面
北
よ
り
１
の
襖
に
描
か
れ
た
水
葵
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
沢
桔
梗
は
水
葵
の
異
名
で
あ
る

（
『
精
選
版
日
本
国
語
大
辞
典
』
沢
桔
梗
よ
り
）
。
こ
の
襖
は
全
面
後
補
で
あ
る
が
、
右
隣
の
襖
の
左

下
に
描
か
れ
た
水
葵
の
葉
に
つ
な
が
る
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。

（
20
）　

現
状
、
南
東
側
に
は
「
水
草
鷺
」
は
描
か
れ
て
い
な
い
。

（
21
）　

現
状
で
は
褐
色
に
見
え
る
。

（
22
）　

現
在
、
「
牡
丹
の
間
」
と
呼
ば
れ
る
。

（
23
）　

現
状
の
天
井
画
は
明
治
三
二
年
に
描
か
れ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
他
の
縁
側
＝
廊
下
も
同
様
。

（
24
）　

現
状
の
長
押
上
貼
付
は
明
治
三
二
年
に
描
か
れ
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
他
の
縁
側
＝
廊
下
も
同
様
。

た
だ
し
、
「
枚
数
書
」
の
第
五
十
二
号
「
鴨
居
上
ノ
分　

一
括　

但　

藤
之
模
様
」
が
元
来
の
障
壁

画
の
残
欠
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

（
25
）　

「
ひ
た
き
」
は
、
飛
ん
で
い
る
青
い
彩
色
の
残
る
小
鳥
を
指
す
か
。
「
ホ
オ
ジ
ロ
」
と
あ
る
が
、
複
数

描
か
れ
て
い
る
小
鳥
の
彩
色
は
剥
落
が
進
ん
で
い
る
も
の
が
多
く
、
確
実
に
ホ
オ
ジ
ロ
と
断
定
で
き

る
も
の
は
な
い
。
「
十
二
か
う
」
は
「
十
二
紅
（
ヒ
レ
ン
ジ
ャ
ク
）
」
ま
た
は
「
十
二
黄
（
キ
レ
ン
ジ
ャ
ク
）
」

の
こ
と
。
小
鳥
の
う
ち
、
頭
部
に
冠
羽
を
表
し
、
腹
部
に
赤
い
彩
色
が
残
る
も
の
が
該
当
す
る
と
考

え
ら
れ
る
。
な
お
、
実
際
の
レ
ン
ジ
ャ
ク
は
羽
根
ま
た
は
尾
羽
が
赤
い
。

（
26
）　

こ
の
時
点
で
は
障
壁
画
は
な
い
が
、
明
治
一
九
年
（
一
八
八
六
）
に
梅
図
が
貼
付
ら
れ
た
（
『
二
条

離
宮
記
』
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
）
。
本
史
料
か
ら
、
こ
の
梅
図
は
遠
侍
納
戸
の
襖
貼
付
で
あ
っ
た
白
梅

図
と
、
大
広
間
納
戸
の
襖
貼
付
で
あ
っ
た
紅
梅
図
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
（
武
田
恒
夫
「
二
条
城
障

壁
画
総
論
」
『
国
華
』
第
一
三
〇
〇
号
、
国
華
社
、
二
〇
〇
四
年
）
。

（
27
）　

西
廊
下
の
北
端
の
板
絵
は
、
現
状
で
は
、
白
書
院
の
南
廊
下
の
西
突
き
当
り
壁
に
嵌
め
ら
れ
て
い
る
。

当
初
は
、
現
在
雨
戸
戸
袋
に
な
っ
て
い
る
箇
所
が
西
向
き
に
つ
づ
く
廊
下
の
入
り
口
で
あ
り
、
白
書

院
へ
は
そ
の
廊
下
に
入
っ
て
す
ぐ
右
（
北
向
き
）
に
曲
が
る
廊
下
で
接
続
さ
れ
て
い
た
。
江
戸
中
期

ま
で
に
、
こ
れ
ら
の
廊
下
は
撤
去
さ
れ
て
い
た
が
、
幕
末
に
現
状
の
渡
り
廊
下
が
設
置
さ
れ
た
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
際
に
、
こ
の
付
近
の
板
絵
や
杉
戸
絵
が
移
動
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た

長
押
上
は
欄
間
で
は
な
く
、
明
治
期
制
作
の
貼
付
と
な
っ
て
い
る
。
第
一
章
注
6
。

（
28
）　

西
表
に
雀
と
あ
る
が
描
か
れ
て
い
な
い
。
位
置
に
つ
い
て
は
第
一
章
の
注
11
参
照
。

（
29
）　

現
状
位
置
は
、
「
南
御
縁
側
通
」
の
「
西
之
杉
戸
」
の
位
置
に
な
っ
て
い
る
。
第
一
章
の
注
11
、
注
28
。
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四
「
二
丸
御
殿
御
絵
間
数
之
覚
」
蘇
鉄
之
間

一
、
蘇
鉄
之
間　
　

雨
落
よ
り
雨
落
迄　

東
西
五
間

南
北
拾
間

格
天
井
黒
塗
、
飾
金
物
、
御
紋
、
金
に
唐
団
扇
色
々
花
鳥
の
模
様
、
極
彩
色

）
1
（

、
張

付
、
ま
い
ら
戸
、
惣
金
、
し（

棕

櫚

）

ゆ
ろ
う
蘇
鉄
根
笹
、
長
押
上
、
遠
山
の
躰

）
2
（

、
西
長
押
上
、

三
間
乱
間
障
子
、
ふ
ち
黒
塗

南
之
杉
戸　

四
枚　

北
表
そ
て
つ 

 
 
 
 
 
 
 
 

南
表
桜
せ（

薔

薇

）

う
ひ
四
十
か
ら

（
1
）　

現
状
は
明
治
三
二
年
に
制
作
さ
れ
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

（
2
）　

蘇
鉄
の
間
の
貼
付
と
長
押
上
は
、
現
状
総
金
地
貼
り
に
、
舞
良
戸
は
鳥
の
子
紙
貼
り
に
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
明
治
二
〇
年
代
に
出
版
さ
れ
た
旅
行
ガ
イ
ド
に
蘇
鉄
の
間
の
障
壁
画
は
、
府
庁
時
代
に
回
復

不
能
な
ほ
ど
の
損
傷
を
受
け
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。C

ham
berlain, B

asil H
all(1891). A

 H
and-

book for Travellers in Japan. J. M
urrey, pp.295-297

五
「
二
丸
御
殿
御
絵
間
数
之
覚
」
大
広
間

一
、
大
広
間　

雨
落
よ
り
雨
落
迄　

東
西
拾
五
間

南
北
拾
七
間　

御
絵
筆
者　
　

采
（
探
幽
）

女

御
上
段　
　

東

西

四

間 

南
北
五
間
半　
　
　

格
天
井
二
重
折
上
ケ
黒
塗
、
飾
金
物
、
御
紋
、
地
金
唐
花
菱
紺
青
、
内
唐
草
花
の

丸
錦
彩
色
、
金
張
付
、
松
根
笹
、
か
ま
ち
黒
塗

同
御
床　
　

三
間

御
上
段
同
前
、
板
欅

御
附
書
院
、
張
付
同
前
、
乱
間
花
菱
す
か
し
、
組
障
子
黒
塗
、
ま
い
ら
内
金
張
付
、

水
仙
茨
根
笹

）
1
（

、
板
欅

御
違
棚
三
段
、
板
欅
、
飾
金
物
御
紋
、
金
張
付
、
小
竹

御
袋
棚
、
小
襖
、
へ
り
茶
地
金
襴
、
小
へ
り
黒
地
金
襴

）
2
（

、
水
仙
芙
蓉
菊
牡
丹
折
枝

）
3
（

、

内
惣
金
張
付

）
4
（

同
御
張
台
、
ふ
ち
黒
塗
、
飾
金
物
、
御
紋
、
あ（

揚

巻

）

け
ま
き
座
、
へ
り
、
御
袋
棚
小
襖

同
前

）
5
（

、
金
張
付
、
松
岩
錦
鶏
茨
、
内
の
方
、
格
天
井
黒
塗
、
金
物
、
梨
子
地
、
紫

ゐ（

印

金

）

ん
き
ん
紙
だ
ん
せ
ん
泥
引
墨
絵
、
草
木
花
鳥

）
6
（

、
長
押
上
、
金
張
付
、
ま
せ
垣
に

あ
さ
か
ほ

）
7
（

、
惣
廻
り
金
張
付
、
沢
に
柳
つ（

燕

）

は
め
岩
に
く
ち
な
し
芍
薬
く（

萱

草

）

わ
ん
そ
う

椿
水
仙
金
仙
花
芙
蓉
沢
桔
梗
あ
し
千
鳥
む

（
ム
ク
ド
リ
）

く
鳥
十
二
か
う
唐
小
鳥

）
8
（

同
所
二
之
間　

東

西

四

間 

南
北
五
間
半

格
天
井
折
上
ケ
黒
塗
、
飾
金
物
、
御
紋
、
地
紺
青
金
の
菱
輪
違
内
緑
青
唐
花
錦
彩
色
、

そ
と
に
唐
草
、
長
押
上
、
遠
山
の
躰
、
ま
い
ら
戸
、
襖
金
張
付
、
大
松
に
岩
根
笹

茨
水
孔
雀
、
東
襖
の
上
彫
物
、
岩
く

（

組

）ミ
牡
丹
桐
鳳
凰
笹
り
ん
ど
う

）
9
（

、
極
彩
色
、
ふ

ち
黒
ぬ
り
、
飾
金
物
あ
り

同
所
三
之
間　

東
西
五
間
半

南
北
四
間

天
井
二
之
間
同
前
、
長
押
上
、
ま
い
ら
戸
、
襖
金
張
付
、
大
松
岩
根
笹
茨

）
10
（

孔
雀
、

北
襖
の
上
、
彫
物
、
岩
組
、
牡
丹
唐
松
笹
り
ん
ど
う

）
11
（

孔
雀
、
極
彩
色
、
ふ
ち
黒
ぬ
り
、

飾
金
物
有

同
所
四
之
間　

東
西
三
間
半

南
北
七
間
半

格
天
井
黒
ぬ
り
、
飾
金
物
、
御
紋
、
金
唐
草
、
角
に
金
の
蝶
の
丸
唐
草
丸
、
錦
彩
色
、

折
入
角
地
か
き
色
、
金
の
舞
孔
雀
、
角
の
そ
と
地
緑
青
、
廻
り
金
の
巴
、
惣
長
押
上
、

金
張
付
、
大
松
岩
ニ
水
柏
の
木
根
笹
鷲
熊
鷹
遠
山
、
南
襖
の
上
彫
物
、
三
之
間
同
前

同
西
之
小
部
屋　

東
西
弐
間

南
北
四
間

天
井
棹
ふ
ち
木
地
、
三
方
は
め
、
四
方
長
押
上
白
土
、
東
の
襖
、
金
張
付
、
紅
梅

根
笹
水

）
12
（

同
所
東
御
椽
側
通　
　

東

西

弐

間 

南
北
拾
三
間　

但
拭
板

格
天
井
黒
ぬ
り
、
飾
金
物
、
御
紋
金
、
書
物
の
散
し
、
極
彩
色

）
13
（

、
長
押
上
金
張
付
、

牡
丹

）
14
（

、
北
東
の
雨
戸
上
、
乱
間
障
子
の
内
、
木
瓜
の
彫
物
、
南
よ
り
一
番
牡
丹
に
蝶
、

二
番
牡
丹
に
う
さ
き
、
三
番
く
ち
な
し
に
み

（

ミ

ミ

ズ

ク

）

ゝ
づ
く
、
四
番
唐
ま
つ
梅
ゐ

（

イ

ン

コ

）

ん
こ
鳥
、

五
番
白
梅
根
笹
小
と
り
、
六
番
柳
牡
丹
燕
、
七
番
唐
松
舞
鶴
、
八
番
唐
松
根
笹
靏
、

九
番
竹
牡
丹
雀
、
十
番
檜
鳩
、
十
一
番
椿
鳩
、
何
れ
も
極
彩
色

同
南
之
杉
戸　

北
表
か
し
わ
に
鳩

南
表
槙
に
野
牛

）
15
（

同
所
北
御
椽
側
通　
　

東
西
拾
間
半

南
北
壱
間
半　

但
拭
板

天
井
、
長
押
上
、
東
御
椽
側
同
前
、
北
雨
戸
の
上
、
乱
間
障
子
、
内
に
も（

木

瓜

）

つ
か
う 

彫
物
、
東
よ
り
壱
番
水
鴨
沢
桔
梗
、
二
番
ミ（

蜜

柑

）

つ
か
ん
小
鳥
、
三
番
く

（

ク

ネ

ン

ボ

）

ね
ん
ほ
小
鳥
、

「二丸御殿御絵間数之覚」解説（京都大学附属図書館蔵「二条御城中御本丸二丸御殿御絵間数之覚」のうち）（松本）
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四
番
お
も
と
、
ほ

（

ホ

オ

ズ

キ

）

う
つ
き
小
鳥
、
五
番
真
桑
瓜
鼠
、
六
番
栗
に
雀
、
七
番
椿
う
の
鳥
、

八
番
水
に
沢
瀉
、
九
番
ひ

（
枇
杷
）

わ
小
鳥
、
極
彩
色
、
ふ
ち
黒
塗

同
東
之
杉
戸　

東
表
柳
鷺

西
表
芙
蓉

上
雀
板
彫
物
、
唐
松
梅
に
笹
り
ん
と
う
鴬
、
何
れ
も
極
彩
色
、
ふ
ち
黒
塗

同
西
之
杉
戸　

東
表
ひ
わ
に
り
す

西
表
さ
く
ら

上
雀
板
彫
物
、
菊
に
牡
丹
尾
長
鳥
小
鳥
、
何
れ
も
極
彩
色
、
ふ
ち
黒
塗

同
西
の
戸
袋
之
上
、
乱
間
障
子
内
に
木
瓜
、
彫
物
、
唐
松
に
鳳
凰
、
極
彩
色
、
ふ
ち
黒
塗

同
所
西
之
御
椽
側
通　

東

西

弐

間 
南
北
拾
三
間　

但
拭
板

天
井
長
押
上
、
東
御
椽
側
同
前
、
西
雨
戸
の
上
、
乱
間
障
子
内
ニ
も
つ
か
う
彫
物
、

北
よ
り
壱
番
ふ
ど
う
に
り
す
、
二
番
牡
丹
に
と（

吐

錦

鶏

）

き
ん
け
い
、
三
番
桃
め

（

メ

ジ

ロ

）

し
ろ
、
四

番
ふ
よ
う
小
鳥
、
五
番
唐
松
牡
丹
ニ
あ

（

オ

ウ

ム

）

ふ
む
、
六
番
牡
丹
唐
鳥
、
七
番
菊
に
錦
鶏
、

八
番
唐
松
椿
に
き
つ
ゝ
き
、
九
番
牡
丹
ひ
た
き
、
十
番
栗
笹
り
ん
と
う
、
え
ん
こ
う
、

十
一
番
紅
葉
鹿
、
十
二
番
牡
丹
ニ
う（

鶉

）

つ
ら
、
十
三
番
け
ま
ん
草
に
唐
鳥
、
十
四
番

牡
丹
ニ
唐
鳥
、
何
れ
も
極
彩
色

同
北
之
杉
戸　

北
表
竹
に
雀

南
表
松
に
鷲

上
雀
板
彫
物
、
牡
丹
こ
ま
鳥
唐
鳥
、
何
れ
も
極
彩
色
、
ふ
ち
黒
塗

同
所
南
御
椽
側
通　

東
西
拾
四
間

南
北
弐
間
　
　

但
拭
板

天
井
長
押
上
、
東
御
椽
側
同
前
、
南
雨
戸
之
上
、
乱
間
障
子
内
に
木
瓜
彫
物
、
西

よ
り
壱
番
菊
山
鵲
、
二
番
牡
丹
に
唐
鳥
、
三
番
水
牡

（
マ
マ
）若

お
し
鳥
、
四
番
若
松
い
は

ら
雀
、
五
番
牡
丹
に
唐
鳥
、
六
番
野
菊
唐
鳥
、
七
番
芙
蓉
唐
鳥
、
八
番
芙
蓉
に
小
鳥
、

九
番
芍
薬
か
ま
き
り
、
十
番
手
ま
り
に
唐
鳥
、
十
一
番
牡
丹
に
唐
鳥
、
十
二
番
桃

に
雉
子
、
十
三
番
竹
梅
白
鷺
、
何
れ
も
も
つ
こ
う
ハ
黒
塗
、
彫
物
極
彩
色

同
東
之
杉
戸　

東

表

松

に

靏 

西
表
根
笹
野
牛

）
16
（

同
西
之
杉
戸　

東

表

嶋

芦

に

鳫       

西
表
冬
枯
の
柳
蔦
岩
に
鷺

）
17
（

上
雀
板
、
牡
丹
に
と
き
ん
け
い
、
極
彩
色

同
西
之
御
溜　

 

東
西
南
北
弐
間
四
方

）
18
（

格
天
井
黒
塗
、
飾
金
物
、
御
紋
、
金
の
花
菱
色
々
、
錦
彩
色
、
長
押
上
、
は
め
木
地

）
19
（

（
1
）　

現
状
、
萩
は
描
か
れ
て
い
な
い
。

（
2
）　

現
状
は
、
大
縁
は
薄
い
褐
色
に
見
え
、
文
様
は
唐
草
牡
丹
で
あ
る
。
小
縁
は
、
文
様
は
判
別
不
可
、

濃
褐
色
に
見
え
る
。

（
3
）　

書
き
上
げ
の
順
が
位
置
を
示
し
て
い
る
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
現
状
は
書
き
上
げ
の
順
と
異

な
り
、
右
か
ら
「
水
仙
、
牡
丹
、
芙
蓉
、
菊
」
で
あ
る
。
な
お
「
二
ノ
丸
御
殿
金
物
取
調
書
」
（
京

都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
）
の
違
棚
の
図
の
書
入
れ
の
順
は
現
状
と
同
じ
で
あ
る
。

（
4
）　

現
状
は
白
貼
り
で
あ
る
。

（
5
）　

縁
は
違
棚
と
同
じ
と
す
る
が
、
現
状
は
、
大
縁
は
薄
い
褐
色
に
見
え
、
文
様
は
違
棚
小
襖
と
は
異
な

り
霊
芝
桃
唐
草
紋
で
あ
る
。
小
縁
は
、
文
様
は
判
別
不
可
、
濃
い
褐
色
に
見
え
る
。
「
二
ノ
丸
御
殿

金
物
取
調
書
（
二
条
城
各
部
分
建
物
及
幕
置
役
所
役
宅
等
図
ノ
四
）
」
（
（
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
）

の
帳
台
構
の
図
の
書
入
れ
は
本
史
料
の
違
棚
の
記
述
と
同
じ
。

（
6
）　

現
状
は
金
地
に
な
っ
て
い
る
。
明
治
修
理
の
際
に
貼
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
7
）　

現
状
は
、
も
と
姫
宮
御
殿
障
壁
画
の
う
ち
、
《
武
蔵
野
図
》
が
改
装
さ
れ
て
貼
付
ら
れ
て
い
る
。
第

三
章
注
12
参
照
。
な
お
、
「
枚
数
書
」
に
「
第
拾
号　

一
大
広
間
御
調
台
／
但
鴨
居
上
ノ
分　

竹
垣

朝
顔　

八
枚
」
と
あ
る
の
は
こ
の
図
の
こ
と
か
。

（
8
）　

現
状
は
、
帳
台
構
襖
貼
付
以
外
は
、
も
と
姫
宮
御
殿
障
壁
画
の
う
ち
、
《
龍
田
図
》
が
改
装
さ
れ
て

貼
付
け
ら
れ
て
い
る
。
第
三
章
注
12
参
照
。
帳
台
襖
に
は
、
「
芙
蓉
沢
桔
梗
芦
千
鳥
」
が
、
戸
襖
に

は
「
萱
草
、
水
仙
、
ム
ク
ド
リ
、
十
二
紅
＝
ヒ
レ
ン
ジ
ャ
ク
」
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の
他
の
画
題

は
壁
貼
付
に
描
か
れ
て
い
た
と
推
測
で
き
る
。

（
9
）　

襖
の
上
の
欄
間
彫
刻
の
う
ち
、
「
り
ん
ど
う
」
は
桐
の
実
を
見
誤
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
10
）　

「
茨
」
は
南
側
の
戸
襖
（
舞
良
戸
）
に
描
か
れ
て
い
る
種
類
不
明
の
植
物
を
指
す
か
。
現
状
、
こ
の

植
物
は
他
の
画
面
に
描
か
れ
た
茨
や
薔
薇
と
は
似
て
い
な
い
。

（
11
）　

注
9
に
同
じ
。

（
12
）　

大
広
間
四
之
間
西
の
納
戸
の
東
側
襖
は
、
現
状
白
貼
り
で
あ
る
。
第
三
章
注
26
。

（
13
）　

現
状
の
天
井
画
は
、
明
治
三
三
～
三
四
年
（
一
九
〇
〇
～
〇
一
）
に
制
作
さ
れ
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

「
枚
数
書
」
の
「
第
二
拾
号　

一
天
井
マ
ク
リ　

但　

本
尽
模
様　

四
枚
」
、
「
第
三
十
四
号　

本
尽

シ
ノ
模
様　

拾
五
枚
」
、「
第
三
十
九
号　

本
之
模
様　

一
括
」
、「
第
四
十
四
号　

本
之
模
様　

一
括
」

は
、
当
初
の
大
広
間
廊
下
天
井
画
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

（
14
）　

現
状
の
長
押
上
貼
付
は
明
治
三
三
～
三
四
年
に
描
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。

（
15
）　

描
か
れ
て
い
る
動
物
は
「
野
牛
」
で
は
な
く
「
山
羊
」
で
あ
る
。
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（
16
）　

描
か
れ
て
い
る
動
物
は
「
野
牛
」
で
は
な
く
「
山
羊
」
で
あ
る
。

（
17
）　

当
初
は
、
西
に
続
く
廊
下
へ
の
、
本
史
料
作
成
時
は
「
西
之
御
溜
」
へ
の
出
入
り
口
に
あ
り
、
近
代
に
、

杉
戸
上
の
欄
間
彫
刻
共
に
大
広
間
南
廊
下
の
雨
戸
戸
袋
に
移
動
さ
れ
た
。

（
18
）　

遅
く
と
も
本
史
料
の
原
本
作
成
時
点
で
当
初
は
廊
下
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
が
、
溜
に
な
っ
て
い
た
こ
と

が
窺
え
る
。
寛
永
三
年
時
点
で
の
御
殿
の
平
面
は
「
行
幸
御
殿
其
外
古
御
建
物
並
当
時
御
有
形
御
建

物
共
・
二
条
御
城
中
絵
図
」
（
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
）
等
の
指
図
で
確
認
で
き
る
。

（
19
）　

長
押
下
に
つ
い
て
は
記
述
が
な
い
が
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
二
条
離
宮
大
広
間
御
襖
其
他
張
付
絵
画

縮
写
図　

下
』
に
は
、こ
の
溜
内
部
長
押
下
の
障
壁
画
と
考
え
ら
れ
る
縮
図
が
あ
る
が
、
現
存
し
な
い
。

六
「
二
丸
御
殿
御
絵
間
数
之
覚
」
式
台

一
、
御
式
台
之
間　

雨
落
よ
り
雨
落
迄　

東

西

拾

間 

南
北
拾
壱
間

格
天
井
黒
塗
、
飾
金
物
、
御
紋
、
金
の
唐
花
の
内
に
角
有
、
地
紺
青
、
向
孔
雀
、
極
彩
色
、

か
く
の
へ
り
緑
青
、
金
張
付
、
大
松
、
長
押
上
、
遠
山
、
東
西
南
、
組
障
子
腰
ま
い
ら
、

内
の
絵
、
水
岩
に
根
笹
水
草
た
ん
ほ
ゝ
、
す
ミ
れ
山
吹

）
1
（

同
所
南
御
椽
側
通　

東
西
九
間
半

南
北
弐
間
　

但
拭
板

格
天
井
黒
ぬ
り
、
飾
金
物
、
御
紋
、
金
の
扇
子
散
し
墨
絵
中
彩
色
色
々
、
長
押
上
、

金
張
付
、
四
季
の
遠
山
岡
山
松
桧
槙
梅
山
桜
根
笹
杉
紅
葉
ゆ
つ
る
葉

）
2
（

、
西
南
雨
戸

の
上
乱
間
障
子
、
内
木
瓜
彫
物

）
3
（

、
北
よ
り
一
番
椿
に
鳩
、
二
番
芙
蓉
ニ
こ
ま
鳥
、

三
番
牡
丹
に
お
も
と
小
鳥
、
此
分
西
の
雨
戸
の
上
彫
物
、
西
よ
り
一
番
牡
丹
に
唐
鳥
、

二
番
杜
若
川
骨
か
わ
セ
ミ
、
三
番
沢
桔
梗
に
鴨
、
四
番
菊
に
う
つ
ら
、
五
番
手
ま

り
に
唐
鳥
、
六
番
牡
丹
に
山
鵲
、
七
番
梅
竹
に
雀
、
八
番
さ
つ
き
枇
杷
雉
子
、
九

番
梅
鶯
、
十
番
唐
松
鶴
、
何
れ
も
極
彩
色
も
つ
か
う
、
ふ
ち
黒
塗

同
北
は
め
杉
戸　

南

表

唐

松

洲

崎

に

鶴     

北
表
洲
崎
に
よ
し
沢
桔
梗
鳫

同
東
之
杉
戸　

西

表

唐

柳

子      

東
表
笹
原
に
虎
ひ
よ
う

御
式
台
裏
手
西
よ
り
一
之
間　

東
西
三
間
半

南
北
弐
間
　
　

天
井
木
地
棹
ふ
ち
、
長
押
上
、
白
土
張
付
、
ふ
す
ま
、
腰
障
子
、
内
惣
金
張
付
、

洲
崎
に
芦
沢
桔
梗
す
ミ
れ
鳫

同
西
之
杉
戸　

西
表
か
し
わ
に
鳩

東
表
洲
崎
に
芦
鳫

同
所
二
之
間　

東
西
三
間

南
北
弐
間

天
井
長
押
上
、
一
之
間
同
前
、
張
付
、
襖
明
障
子
内
惣
金
張
付
、
洲
崎
よ
し
水
草

笹
り
ん
と
う
根
笹
薮

（
ヤ
ブ
コ
ウ
ジ
）

か
う
し
、
か
り
田
ニ
鳫

同
所
三
之
間　

東
西
三
間

南
北
弐
間　
　
　

天
井
長
押
上
、
一
之
間
同
前
張
付
、
襖
腰
障
子
、
内
惣
金
張
付
、
雪
柳
洲
崎
茨
菊

根
笹
薮
か
う
し

）
4
（

鷺
遠
山
冬
枯
の
木

同
所
北
御
椽
側
通　

東
西
九
間
半

南
北
弐
間
　
　

但
拭
板

天
井
木
地
棹
ふ
ち
、
長
押
上
、
白
土
、
北
雨
戸
の
上
、
乱
間
障
子
、
ふ
ち
黒
塗

同
西
之
杉
戸　

北
表
か
し
わ
に
根
笹

南
表
紅
葉
鹿
根
笹

同
東
之
杉
戸　

西
表
冬
枯
の
木
根
笹
ニ
山
あ
ら
し

東
表
桜
ニ
尾
長
と
り

（
1
）　

現
状
は
、
出
所
不
明
の
花
鳥
図
障
壁
画
に
改
装
さ
れ
て
い
る
。
改
装
時
期
も
不
明
。

（
2
）　

現
状
の
廊
下
の
天
井
画
及
び
長
押
上
障
壁
画
は
、
明
治
三
三
～
三
四
年
の
制
作
。

（
3
）　

飛
入
欄
間
彫
刻
の
形
を
「
木
瓜
」
と
記
す
が
、
実
際
は
遠
侍
と
同
様
に
「
州
浜
」
で
あ
る
。

（
4
）　

現
状
「
ヤ
ブ
コ
ウ
ジ
」
は
描
か
れ
て
い
な
い
。
な
お
、
腰
障
子
は
す
べ
て
後
補
で
あ
る
た
め
、
元
は

腰
障
子
に
描
か
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

七
「
二
丸
御
殿
御
絵
間
数
之
覚
」
遠
侍
と
玄
関

一
、
遠
侍　

雨
落
よ
り
雨
落
迄　

東
西
拾
七
間

南
北
拾
九
間　

御
絵
筆
者　

相
知
レ
不
申
候

）
1
（

　
　

同
所
殿
上
之
間
御
上
段　

東

西

三

間 

南
北
三
間
半

格
天
井
折
上
ケ
、
黒
塗
、
飾
金
物
、
御
紋
、
金
の
角
、
四
ツ
割
合
角
の
内
、
地
紫
、

廻
り
緑
青
、
紫
中
に
唐
花
二
品
、
極
彩
色
、
長
押
上
、
金
張
付
、
紅
葉
十
二
か
う
遠
山
、

下
組
障
子
腰
ま
い
ら
内
金
の
張
付
、
岩
に
水
木
瓜
桃
、
か
ま
ち
欅

同
御
床　
　

弐
間
半

鏡
天
井
、
彩
色
共
、
惣
天
井
同
前
、
金
張
付
、
洲
崎
に
紅
葉
唐
鳥
四
十
か
ら
、
板
欅

同
御
違
棚
、
金
張
付
、
紅
葉
岩
つ
ゝ
じ

同
御
袋
棚
、
小
襖
、
へ
り
茶
地
金
襴
、
小
へ
り
黒
地
金
襴

）
2
（

、
金
張
付
絵
、
梅
山
吹
桜
牡
丹
、

「二丸御殿御絵間数之覚」解説（京都大学附属図書館蔵「二条御城中御本丸二丸御殿御絵間数之覚」のうち）（松本）
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中
彩
色

）
3
（

、
裏
の
方
泥
引
、
す
ミ
れ

）
4
（

、
た
ん
ほ
ゝ
、
ほ

（
ハ
ハ
コ
ク
サ
）

う
こ
草
、
中
彩
色
、
御
棚
二
段
、

飾
金
物
、
御
紋
、
板
欅

同
御
張
台
、
ふ
ち
欅
、
飾
金
物
、
御
紋
、
総
角
座
、
金
張
付
、
岩
紅
葉
十
二
か
う

）
5
（

、

縁
御
袋
棚
小
襖
同
前

）
6
（

、
内
の
方
天
井
棹
ふ
ち
木
地
、
長
押
上
、
白
土
張
付
、
白
張
、

金
の
雲
と
り
萩
、
御
戸
裏
白
張

）
7
（

同
所
二
之
間　

東

西

五

間 
南
北
三
間
半

天
井
御
上
段
同
前

）
8
（

、
金
張
付
、
南
長
押
上
張
付
、
桧
す
ミ
れ
、
き
ハ
く
れ
ん

）
9
（

、
北

長
押
上
、
遠
山
に
冬
枯
木
紅
葉
、
下
組
障
子
腰
ま
い
ら
内
、
桃
、
西
御
襖
、
岩
に

桧
か
い
と
ふ
桃
、
上
乱
間
障
子
内
木
瓜
、
ふ
ち
黒
塗
、
中
彫
物
、
唐
松
牡
丹
笹
り

ん
と
う
錦
け
い
、
彫
物
両
方
極
彩
色

遠
侍
一
之
間　

東
西
四
間
半

南
北
八
間
半　

弟
子
絵

）
10
（

格
天
井
黒
ぬ
り
、
飾
金
物
、
御
紋
、
金
の
あ
さ
の
葉
形
、
中
に
丸
、
大
小
丸
の
内

に
向
ひ
靏
、
唐
花
色
々
、
極
彩
色
、
長
押
上
、
金
張
付
、
竹
、
襖
、
惣
金
、
竹
に

虎
ひ（

豹

）

や
う
、
南
襖
の
上
、
乱
間
障
子
内
木
瓜
、
ふ
ち
黒
塗
、
中
に
彫
も
の
、
唐
松

雉
子
、
両
方
共
極
彩
色

同
所
二
之
間　

東
西
四
間
半

南
北
四
間

天
井
長
押
上
、
襖
、
一
之
間
同
前
、
東
襖
の
上
雀
板
、
ふ
ち
黒
塗
、
彫
も
の
、
牡
丹
唐
草
、

極
彩
色
、
虎
ひ
や
う
水

同
所
三
之
間　

東
西
五
間

南
北
四
間

天
井
長
押
上
、
襖
、
一
之
間
同
前
、
東
ふ
す
ま
の
上
雀
板
、
彫
も
の
、
二
之
間
同
前
、 

虎
ひ
や
う
岩
に
水
筍

同
所
四
之
間

）
11
（

　

東
西
三
間

南
北
四
間

天
井
一
之
間
同
前
、
長
押
上
、
金
張
付
、
山
に
茨
、
襖
、
組
障
子
腰
ま
い
ら
内
金
張
付
、

立
波
に
柳
い
は
ら
冬
枯
の
柳
雪
蔦
か
つ
ら
水
仙
水
草
、
何
れ
も
中
彩
色

）
12
（

同
所
五
之
間

）
13
（

　

東

西

三

間 

南
北
三
間
半

格
天
井
黒
塗
、
飾
金
物
、
御
紋
、
金
惣
ふ（

葡

萄

）

と
う
、
か（

葛

）

つ
ら
、

）
14
（

長
押
上
、
金
張
付
、

若
松
茨
遠
山
に
松
桜
山
梨
子
の
花
、
東
組
障
子
腰
ま
い
ら
内
金
張
付
、
水
草
沢
瀉
、

沢
桔
梗
、
中
彩
色
、
襖
張
付
惣
金
、
若
松
根
笹
茨
水
岩

同
所
六
之
間

）
15
（

　

東
西
弐
間
半

南
北
五
間

天
井
棹
ふ
ち
木
地
、
長
押
上
、
白
土
、
東
北
下
は
め
木
地

）
16
（

、
襖
、
白
張
金
の
雲
取
、

芙
蓉
す
ゝ
き
菊
あ（

紫

陽

花

）

し
さ
い
、
中
彩
色

同
所
七
之
間　

東
西
弐
間
半

南
北
五
間

天
井
棹
ふ
ち
木
地
、
長
押
上
、
白
土
、
下
三
方
は
め
木
地
、
東
襖
泥
引
、
梅
の
絵
、　

中
彩
色

）
17
（

同
所
東
御
椽
側
通　

東
西
壱
間

南
北
九
間　

但
拭
板

天
井
鏡
板
木
地
、
長
押
上
、
白
土
、
北
之
下
は
め
木
地

同
南
杉
戸　

北
表
萩
に
う
さ
ぎ

南
表
芍
薬

同
所
南
御
椽
側
通　

東
西
拾
六
間

南
北
弐
間
半　

但
拭
板

格
天
井
黒
塗
、
飾
金
物
、
御
紋
、
金
惣
く
ず
の
つ
る
花
、
中
彩
色
、
だ
ん
セ
ん
の
ち

ら
し
、
団
扇
の
内
墨
絵
、
草
木
花
鳥
蜀
紅
錦
の
地
も
ん
色
々
、
極
彩
色
、
惣
長
押
上
、

金
張
付
、
岳
山
川
に
春
の
躰
、
つ
ゝ
じ
根
笹
若
松
桧
槙
樅
さ
く
ら
紅
梅
松
青
木
柊

木
楓
山
梨
子
茨
山
桃
水
草
た
ん
ほ
ゝ
、
い

（

イ

チ

ゴ

）

ち
こ
、
中
彩
色
、
遠
山

）
18
（

、
南
雨
戸
の
上
、

乱
間
障
子
、
内
洲
濱
、
ふ
ち
黒
塗
、
東
よ
り
壱
番
杜
若
に
鴛
鴦
、
二
番
沢
瀉
に
鵙
、

三
番
桃
に
と
き
ん
け
い
、
四
番
け
ま
ん
草
に
蝶
、
五
番
松
に
鳳
凰
、
六
番
芍
薬
に

セ
き
れ
い
、
七
番
牡
丹
に
尾
長
鳥
、
八
番
芍
薬
ニ
と
き
ん
け
い
、
九
番
牡
丹
に
錦
鶏
、

何
れ
も
極
彩
色

同
所
西
御
椽
側
通　

東
西
弐
間
半

南
北
拾
五
間　

但
拭
板

天
井
南
御
椽
側
同
前
、
長
押
上
、
金
張
付
、
絵
、
岡
山
遠
山
い

（
イ
チ
ョ
ウ
）

て
う
、
も
ミ
椿
槙 

蔦
か
つ
ら
根
笹
松
紅
葉
あ
を
き
、
す
ゝ
き
野
菊
若
松
つ
ゝ
じ
、
つ

（
ツ
ゲ
）

け
杉
、
中
彩
色

西
雨
戸
の
上
乱
間
障
子
の
内
、
洲
濱
、
ふ
ち
黒
塗
、
南
よ
り
一
番
栗
に
り
す
、
二
番

椿
に
ひ
よ
鳥
、
三
番
菊
尾
長
鳥
、
四
番
耳
草
野
菊
尾
長
鳥
、
五
番
芙
蓉
小
鳥
、
六

番
菊
す
ゝ
き
笹
り
ん
と
う
鶉
、
七
番
牡
丹
に
と
き
ん
け
い
、
何
れ
も
極
彩
色

同
南
杉
戸　

南

表

竹

に

虎

ひ

や

う       

北
表
野
辺
に
た
ん
ほ
ゝ
、
ひ
つ
じ

上
雀
板
、
ふ
ち
黒
ぬ
り
、
彫
物
牡
丹
、
唐
草
、
極
彩
色

同
北
杉
戸　

南
表
野
辺
に
た
ん
ほ
ゝ
、
す
ミ
れ
、
ひ
つ
じ

北
表
柳
、
粉
団
花
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同
所
北
御
椽
側
通　

東
西
拾
六
間

南
北
壱
間
半　

但
拭
板

天
井
南
御
椽
側
同
前
、
長
押
上
、
金
張
付
、
杉
椿
も
ミ
槙
楓
青
木
つ
け
若
松
桜
遠
山
、

中
彩
色
、
北
雨
戸
の
上
乱
間
障
子
、
内
洲
濱
、
ふ
ち
黒
塗
、
彫
物
、
西
よ
り
壱
番

紅
葉
尾
本
鹿
、
二
番
松
紅
葉
鹿
、
三
番
竹
梅
鷺
、
四
番
菊
小
鳥
、
五
番
さ
ゞ
ん
花

ひ
よ
鳥
、
六
番
牡
丹
小
鳥
、
七
番
芍
薬
竹
雀
、
八
番
牡
丹
小
鳥
、
九
番
唐
松
牡
丹
雀
、

十
番
唐
桃
小
鳥
、
十
一
番
椿
尾
本
根
笹
雀
、
十
二
番
岩
菊
小
鳥
、
何
れ
も
極
彩
色

同
西
杉
戸　

東
表
手
ま
り
、
ま
め
鳥
四
十
か
ら

西
表
よ
し
水
に
鳫

）
19
（

上
竹
の
ふ
し
、
た
す
き
、
黒
塗

一
、
御
玄
関　

雨
落
よ
り
雨
落
迄　

東
西
六
間
半

南
北
六
間
　

但
敷
石

格
天
井
黒
塗
、
飾
金
物
、
御
紋
、
木
地
板
、
長
押
上
、
白
土
、
下
廻
り
、
木
地
は
め
、

踏
段
四
段
、
木
地
、
入
口
二
間
、
唐
戸
弐
枚
、
花
菱
の
す
か
し
、
鉄
金
物
、
鴨
居

の
上
彫
物
、
唐
松
牡
丹
岩
、
極
彩
色
、
ふ
ち
黒
塗
、
飾
金
物
、
両
脇
乱
間
障
子
、

内
洲
濱
、
ふ
ち
黒
塗
、
飾
金
物
、
東
の
方
彫
物
、
若
松
梅
、
西
の
方
、
牡
丹
笹
り

ん
と
う

）
20
（

、
極
彩
色

（
1
）　

貼
付
文
書
と
異
な
り
、
こ
こ
で
は
筆
者
不
詳
と
記
し
て
い
る
。
第
一
章
注
1
。

（
2
）　

現
状
（
修
理
前
）
は
、
大
縁
は
赤
褐
色
に
牡
丹
唐
草
に
鳳
凰
の
金
襴
地
、
小
縁
は
こ
げ
茶
色
で
文
様

不
明
で
あ
っ
た
。

（
3
）　

平
成
三
一
年
度
の
修
理
時
に
、
右
よ
り
１
の
梅
図
の
縁
裂
に
隠
れ
て
い
た
本
紙
に
「
一
」
の
墨
書
が
、

右
よ
り
２
山
吹
図
の
縁
裂
に
隠
れ
て
い
た
本
紙
に
「
四
」
の
墨
書
が
確
認
さ
れ
た
。

（
4
）　

す
み
れ
は
北
よ
り
１
と
４
の
小
襖
に
描
か
れ
て
い
る
。

（
5
）　

「
十
二
か
う
」
と
あ
る
が
、
描
か
れ
て
い
る
鳥
は
ヒ
レ
ン
ジ
ャ
ク
・
キ
レ
ン
ジ
ャ
ク
の
い
ず
れ
の
特

徴
も
見
ら
れ
ず
、
鳥
種
は
不
明
で
あ
る
。

（
6
）　

現
状
（
修
理
前
）
の
縁
裂
は
、
違
棚
小
襖
と
は
異
な
り
、
か
つ
帳
台
襖
四
面
の
う
ち
、
中
央
の
二
面

の
大
縁
は
、
霊
芝
桃
唐
草
紋
で
大
広
間
の
帳
台
襖
の
大
縁
と
同
一
で
あ
る
が
、
外
側
の
二
面
の
大
縁

は
牡
丹
唐
草
紋
で
あ
る
。
色
は
現
状
は
薄
黄
色
に
見
え
る
。
小
縁
は
現
状
、
草
色
が
褪
色
し
た
よ
う

な
色
に
見
え
る
。
な
お
、
「
二
ノ
丸
御
殿
金
物
取
調
書
（
「
二
ノ
丸
御
殿
金
物
取
調
書
（
二
条
城
各
部

分
建
物
及
幕
置
役
所
役
宅
等
図
ノ
四
）
」
（
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
）
の
「
遠
侍
上
段
御
納
戸
構
」

の
図
の
書
入
れ
で
は
「
へ
り
黄
色
金
襴
、
小
へ
り
む
ら
さ
き
」
と
あ
る
。

（
7
）　

現
状
は
、
出
所
不
明
の
障
壁
画
に
改
装
さ
れ
て
い
る
。
平
成
二
九
年
度
の
帳
台
襖
障
壁
画
修
理
時
に
、

裏
面
は
当
初
は
板
戸
と
判
明
し
た
（
口
絵
１
）
。
ま
た
、
帳
台
襖
表
面
の
木
材
に
「
中
坊
左
近
」
「
と

う
さ
ふ
ら
い
」
「
二
ノ
丸
」
」
の
墨
書
が
発
見
さ
れ
た
。
中
坊
左
近
は
、
中
井
家
文
書
に
作
事
奉
行
の

一
人
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
奈
良
奉
行
の
中
坊
左
近
秀
政
（
一
五
七
五
～
一
六
三
八
）
の
こ
と
（
『
元

離
宮
二
条
城
』
小
学
館
、
一
九
七
四
年
）
。

（
8
）　

天
井
画
の
文
様
は
、
上
段
と
同
一
で
あ
る
が
、
辻
金
物
は
異
な
る
（
別
表
２
を
参
照
）
。

（
9
）　

南
側
壁
面
の
う
ち
、
東
よ
り
１
と
２
の
壁
面
は
、
明
治
修
理
の
際
に
描
き
な
お
さ
れ
た
（
『
二
条
離

宮
記
』
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
）
。
「
二
条
離
宮
修
繕
工
事
録
６　

日
記
」（
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
）
に
よ
れ
ば
、

明
治
十
八
年
十
一
月
か
ら
翌
年
八
月
に
か
け
て
、
総
勢
十
四
名
の
「
画
工
」
が
雇
わ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
将
軍
家
茂
の
最
初
の
上
洛
に
随
行
し
た
幕
府
奥
絵
師
板
谷
広
春
（
一
八
三
一
～
八
二
）
の
日
記

（
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
板
谷
家
伝
来
資
料
「
板
谷
広
春
奥
御
用
日
記
」
文
久
三
年
三
月
六
日
～
九

日
、
十
二
日
、
十
三
日
、
十
七
日
～
十
九
日
条
）
に
御
殿
障
壁
画
の
「
地
取
」
＝
縮
図
の
制
作
を
命

ぜ
ら
れ
た
と
あ
り
、
勅
使
の
間
に
該
当
す
る
縮
図
が
板
谷
家
伝
来
資
料
に
含
ま
れ
て
い
る
。
縮
図
で

は
、
こ
の
面
に
は
草
花
（
す
み
れ
も
含
む
か
）
と
鳥
が
描
か
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
（
東
京
国
立

博
物
館
所
蔵
板
谷
家
伝
来
資
料
「
花
木
図
障
壁
画
小
下
絵
」
（
口
絵
２
）
。
な
お
、
文
中
の
「
き
は
く

れ
ん
」
が
不
明
で
あ
る
が
、
あ
る
い
は
鳥
の
名
称
か
。
ま
た
、
大
正
大
礼
で
、
二
之
丸
御
殿
が
賓
客

等
の
待
合
室
と
し
て
使
用
さ
れ
た
際
に
、
こ
の
二
面
が
貼
り
つ
け
ら
れ
て
い
る
壁
は
障
壁
画
を
捲
っ

た
上
で
、
撤
去
さ
れ
、
大
正
五
年
に
復
旧
さ
れ
た
（
「
大
礼
設
備
復
旧
工
事
」
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
）
。

（
10
）　

貼
付
文
書
と
異
な
り
、
「
弟
子
絵
」
と
す
る
。
第
一
章
注
1
。

（
11
）　

「
柳
の
間
」
と
も
呼
ば
れ
る
。

（
12
）　

腰
障
子
貼
付
は
過
去
の
修
理
で
大
規
模
に
描
き
な
お
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
画
題
の

う
ち
、
水
仙
は
現
状
の
画
面
に
は
見
ら
れ
な
い
。
四
之
間
か
ら
七
之
間
ま
で
「
中
彩
色
」
と
す
る
が
、

四
之
間
、
五
之
間
は
現
状
は
三
之
間
ま
で
と
大
差
な
く
「
極
彩
色
」
で
あ
る
。

（
13
）　

「
若
松
の
間
」
と
も
呼
ば
れ
る
。

（
14
）　

天
井
全
体
に
葡
萄
の
蔓
が
広
が
っ
て
い
る
画
面
を
示
す
。

（
15
）　

「
芙
蓉
の
間
」
と
も
呼
ば
れ
る
。

（
16
）　

現
状
は
、
出
所
不
明
の
障
壁
画
に
改
装
さ
れ
て
い
る
。
時
期
は
明
治
修
理
時
か
。

（
17
）　

七
之
間
す
な
わ
ち
芙
蓉
の
間
の
西
の
納
戸
の
東
側
襖
は
、
現
状
白
貼
り
で
あ
る
。
第
三
章
注
26
。

「二丸御殿御絵間数之覚」解説（京都大学附属図書館蔵「二条御城中御本丸二丸御殿御絵間数之覚」のうち）（松本）
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（
18
）　

廊
下
の
障
壁
画
は
、
明
治
三
五
年
（
一
九
〇
二
）
の
制
作
。

（
19
）　

掛
金
具
の
位
置
等
か
ら
、
当
初
の
向
き
は
逆
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
20
）　

「
リ
ン
ド
ウ
」
は
該
当
し
な
い
。

同

同

数之覚入側 /位置　数之覚主題　　　　　　　　　数之覚主題備考　　　　現状入側 /位置

北　中之杉戸上　　牡丹、梅、鳥、根笹　　　　　牡丹ではなく薔薇か　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

南　西之杉戸上　　牡丹、根笹、唐鳥　　　　　　　         

黒書院

別表１　長押上飛入彫刻欄間及び杉戸上彫刻欄間一覧表

南　西より 1番　　菊、山鵲

南　西より 2番　　牡丹に唐鳥

南　西より 3番　　水、杜若、おし鳥　　　　　　おし鳥＝鴛鴦

南　西より 4番　　若松、いばら、雀

南　西より 5番　　牡丹に唐鳥

南　西より 6番　　野菊、唐鳥

南　西より 7番　　芙蓉、唐鳥

南　西より 8番　　芙蓉に小鳥

南　西より 9番　　芍薬、かまきり　　　　　　　芍薬ではなく鶏頭か

南　西より 10 番　 手まりに唐鳥

南　西より 11 番　 牡丹に唐鳥

南　西より 12 番　 桃に雉子　　　　　　　　　　桃ではなくつつじか

南　西より 13 番　 竹、梅、白鷺　　　　　　　　白鷺ではなく鶴か

南　西之杉戸上　　牡丹にときんけい

南　西より 7番

北　東より 8番

北　東より 7番

西　北より 8番か

北　西之杉戸上

北　東之杉戸上

東　南より 9番

西　北より 2番

西　北より 1番

北　東より 4番

西　北より 6番

南　西より 13 番

西　北より 12 番

南　東南戸袋上

南　西より 10 番

南　西より 8番

南　西より 12 番

南　西より 4番

南　西より 3番か

南　西より 6番か

南　西より 2番か

南　西より 9番

北　東より 9番

西　北より 4番

西　北より 5番

西　北より 11 番

南　西より 1番

同

北　東より 1番　　水、鴨、沢桔梗

数之覚入側 /位置　数之覚主題　　　　　　　　　数之覚主題備考　　　　現状入側 /位置

東　南より 1番　　牡丹に蝶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

東　南より 2番　　牡丹にうさき　　　　　　　　うさき＝兎         

東　南より 3番　　くちなしにみゝづく　　　　　梔子ではなく海棠か

東　南より 4番　　唐松、梅、いんこ鳥　　　　　唐松ではなく大和松

東　南より 5番　　白梅、根笹、小とり

東　南より 6番　　柳、牡丹、燕　　　　　　　　牡丹ではなく薔薇か

東　南より 7番　　唐松、舞鶴

東　南より 8番　　唐松、根笹、靏　　　　　　　唐松ではなく大和松

東　南より 9番　　竹、牡丹、雀　　　　　　　　牡丹ではなく唐椿か

東　南より 10 番　 椿、鳩

東　南より 11 番　 椿、鳩

北　東より 2番　　みつかん、小鳥　　　　　　　みつかん＝ミカン

北　東より 3番　　くねんほ、小鳥　　　　　　　くねんほ＝クネンボ

北　東より 4番　　おもと、ほうつき、小鳥　　　ほうつき＝ホウズキ

北　東より 5番　　真桑瓜、鼠

北　東より 6番　　栗に雀

北　東より 7番　　椿、うの鳥　　　　　　　　　うの鳥＝鵜

北　東より 8番　　水に沢潟

北　東より 9番　　ひわ、小鳥　　　　　　　　　ひわ＝枇杷

北　東之杉戸上　　唐松、梅に笹、りんとう、鶯　りんとう＝リンドウ

北　西之杉戸上　　菊に牡丹、尾長鳥、小鳥

北　西の戸袋之上　唐松に鳳凰

西　北より 1番　　ぶどうにりす

西　北より 2番　　牡丹にときんけい　　　　　　ときんけい＝吐綬鶏

西　北より 3番　　桃、めしろ　　　　　　　　　めしろ＝メジロ

西　北より 4番　　ふよう、小鳥

西　北より 5番　　唐松、牡丹にあふむ　　　　　あふむ＝オウム

西　北より 6番　　牡丹、唐鳥

西　北より 7番　　菊に錦鶏

西　北より 8番　　唐松椿にきつつき　　　　　　唐松ではなく大和松

西　北より 9番　　牡丹、ひたき

西　北より 10 番　 栗、笹りんとう、えんこう　　えんこう＝猿猴

西　北より 11 番　 紅葉、鹿

西　北より 12 番   牡丹にうつら　　　　　　　　うつら＝鶉

西　北より 13 番　 けまん草に唐鳥

西　北より 14 番　 牡丹に唐鳥

西　北之杉戸上　　牡丹、こま鳥、唐鳥

東  南より 3番

東　南より 2番

東　南より番

北　東より 1番

北　西の戸袋之上

大広間

研究ノート
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凡例

1.「数之覚入側 /位置」「現状入側 /位置」欄の「東西南北」は、それぞれ「東入側、西入側、南入側、北入側」の略記である。

2.「数之覚入側 /位置」「現状入側 /位置」欄の「○番」は「○番目」のことである。

3.「数之覚主題備考」欄は、現存する欄間彫刻の主題と照合して異同のある主題等を記載した。

主題については、次の論文も参考とした。麓和善「二條城二の丸御殿における建築彫刻の主題と配置計画」『国華』1301 号

4.「現状入側 /位置」欄は「数之覚主題」から現状位置を比定し、異同がないものは「同」と記し、似た主題で現存のものと照合が困難なものは空欄にした。

注

『二条離宮記』（明治 27 年、宮内庁書陵部蔵）に記載されている欄間の主題と位置は、現状と一致するため、欄間の移動は明治 27 年より以前に発生している。

北　西より 11 番

南　東より 1 番

同

同

同

同

西　南より 5 番

同

同

同

同

同

北　西より 8 番

北　西より 7 番

北　西より 10 番

北　西より 9 番

北　西より 2 番

遠侍

西　南より 3番　　菊、尾長鳥

数之覚入側 /位置　数之覚主題　　　　　　　　　数之覚主題備考　　　　現状入側 /位置

南　東より 1番　　杜若に鴛鴦　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

南　東より 2番　　沢桔梗に鵙　　　　　　　　　鵙＝モズ        

南　東より 3番　　桃にときんけい　　　　　    ときんけい＝吐綬鶏

南　東より 4番　　けまん草に蝶　　　　　

南　東より 5番　　松に鳳凰

南　東より 6番　　芍薬にせきれい　　　　　　　　

南　東より 7番　　牡丹に尾長鳥

南　東より 8番　　芍薬ニときんけい　　　　　　

南　東より 9番　　牡丹に錦鶏　　　　　　　

西　南より 1番　  栗にりす

西　南より 2番　  椿にひよ鳥

西　南より 4番　　耳草、野菊、尾長鳥　　　　　

西　南より 5番　  芙蓉、小鳥　　　　　　

西　南より 6番　　菊、すすき、笹、りんどう、鶉　　

西　南より 7番　　牡丹にときんけい

西　南杉戸上　　  牡丹、唐草

北　西より 1番　　紅葉、尾本、鹿              尾本＝万年青　　　　

北　西より 2番    松、紅葉、鹿　　　　

北　西より 3番　　竹、梅、鷺　　　　　　　　

北　西より 4番　　菊、小鳥

北　西より 5番　　さざん花、ひよ鳥

北　西より 6番　　牡丹、小鳥

北　西より 7番　　芍薬、竹、雀

北　西より 8番　　牡丹、小鳥　　　　

北　西より 9番　　唐松、牡丹、雀　　　　　　　

北　西より 10 番　 唐桃、小鳥

北　西より 11 番　 椿、尾本、根笹、雀　　　

北　西より 12 番　 岩、菊、小鳥

南  東より 2 番

西　南より 7 番

西　南より 4 番

南　東より 7 番か

南　東より 6 番

西　南より 1 番か

南　東より 8 番か

西　南より 2 番

南　東より 9 番か

南　東より 4 番

南　東より 3 番

西　南より 3 番

同

同

同

同

同

南  西より 10 番　 唐松、鶴 同

南　西より 3 番か

南　西より 4 番

南　西より 2 番

南　西より 1 番

南　西より 6 番

南　西より 7 番

南　西より 5 番

南　西より 9番　　梅、鶯

数之覚入側 /位置　数之覚主題　　　　　　　　　数之覚主題備考　　　　現状入側 /位置

西　北より 1番　　椿に鳩　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

西　北より 2番　　芙蓉にこま鳥　　　　　　　         

西　北より 3番　　牡丹におもと、小鳥　　　　　おもと＝万年青

南　西より 1番　　牡丹に唐鳥　　　　　

南　西より 2番　　杜若、川骨、かわせみ　　　　川骨＝河骨

南　西より 3番　　沢桔梗に鴨　　　　　　　

南　西より 4番　　菊にうつら　　　　　　　　　うつら＝鶉

南　西より 5番　　手まりに唐鳥　　　　　　

南　西より 6番　　牡丹に山鵲　　　　　　　

南　西より 7番　  梅竹に雀

南　西より 8番　  さつき、枇杷、雉子

式台

「二丸御殿御絵間数之覚」解説（京都大学附属図書館蔵「二条御城中御本丸二丸御殿御絵間数之覚」のうち）（松本）
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丸型唄金物

地紋は花菱繋ぎ、中央は丸に三つ葉葵紋

両端は黒地に桐に鳳凰、中央は花菱紋の地に丸に三つ葉葵紋

七宝地の丸に三つ葉葵紋

八双型の金具、花菱紋（但し白書院よりも細かく紋の数が多い）。
七宝地の丸に三つ葉葵紋が別にあり。

両端は黒地に秋草、中央は花亀甲繋ぎ紋の地に丸に三つ葉葵紋

丸に三つ葉葵紋

花亀甲繋ぎ紋

両端は黒地に桐に鳳凰紋、中央は紗綾紋地に丸に三つ葉葵紋

三重目は菊座、二重目は花七宝繋ぎ紋、一重目は三つ葉葵紋

三重目は菊座、二重目は花七宝繋ぎ紋、一重目は七宝地に六葉葵紋

一之間と同じ

一之間と同じだが、東廊下（牡丹の間）と西廊下の丸に三つ葉葵紋
の大きさが小さい

地紋は花菱繋ぎ、中央は丸に三つ葉葵紋

先端は牡丹の花枝、地紋は唐草紋で、中央は丸に三つ葉葵紋

両端は黒地に桐に鳳凰、中央の括袋の地紋は花七宝繋ぎ紋、その中
央に丸に三つ葉葵紋

牡丹の葉と花の形

花亀甲繋ぎ紋、中央は黒地に丸に三つ葉葵紋

両端は黒地に桐に鳳凰紋、中央は花七宝繋ぎ紋地に丸に三つ葉葵紋

四重目は菱型で唐花紋、三重目は丸型で唐花紋、二重目は丸型で菊
座、一重目は三つ葉葵紋

一之間と同じ

八双

海老束

八双

六葉型

辻金物

辻金物

辻金物

辻金物

八双

丸型

海老束

八双

丸型

海老束

八双

丸型唄金物

辻金物

辻金物

辻金物

辻金物

八双

花形

海老束

八双

唄金物

辻金物

一之間(上段）

二～四之間

二～四之間

廊下

一之間(上段）

二～四之間

廊下

式台之間

廊下（南・西）
地紋は先端が唐草紋、中央付近が花菱紋で、中央は丸に三つ葉葵紋辻金物

地紋は唐草、中央は丸に三つ葉葵紋、四方の地の中央に1つずつ六
葉葵紋

両端は黒地に唐草紋、中央は花亀甲繋ぎ紋地に丸に三つ葉葵紋

松皮菱型の座に唐草紋、中央に丸に三つ葉葵紋

両端は黒地に花木と果樹に尾長鳥、中央は紗綾紋地に丸に三つ葉葵
紋（上部）または丸に六葉葵紋（下部）

地紋は花菱繋ぎ紋、中央は丸に三つ葉葵紋

地紋は七宝繋ぎ紋、中央は丸に三つ葉葵紋

先端は牡丹の花枝、地紋は花亀甲繋ぎ紋で、中央は丸に三つ葉葵紋

辻金物

八双

松皮菱型

八双

唄金物 三重目は六つ花弁の花形の地、二重目は唐草紋、一重目は丸に三つ
葉葵紋（上部）または丸に六葉葵紋（下部）

辻金物

辻金物

辻金物

勅使之間（上段）

白書院

黒書院

蘇鉄之間

大広間

式台

遠侍

部屋 位置 種類 意匠現状 意匠備考「数之覚」意匠

辻金物天井

違棚

帳台構

違棚（東）

帳台構

天井

天井

天井

天井

違棚

帳台構

天井

天井

天井

違棚

帳台構

天井

海老束 花亀甲繋ぎ紋、中央に丸に三つ葉葵紋

一之間

二～五之間

廊下（南・西・北）

別表２　飾金物一覧表

御紋

惣唐草御紋

唐草御紋、御紋

御紋

花菱、御紋

御紋

御紋有

御紋有

御紋しつはう

御紋

御紋

御紋

御紋

御紋

御紋

御紋

御紋

御紋

御紋

御紋

同前

御紋

同前・御紋

御紋・同前

天井

天井

菊紋の下は葵紋か。

地紋は紗綾紋。中央と四方の地の中央に1つずつ丸に三つ葉葵紋
または菊の御紋

菊の御紋は葵紋
の上から被せた。

地稲妻御紋

紗綾紋地に松菱の窓に丸に三つ葉葵紋

八双型の金具、花菱紋

両端は黒地に唐草と唐花紋散らし、中央は花亀甲紋の地に松皮菱の
窓の内に丸に三つ葉葵紋

黒地に唐草の上に丸に六葉葵紋を七つ並べる

地紋唐草、中央は菊の御紋。四方の地の中央に1つずつ六葉葵紋

地紋は唐草、中央は丸に三つ葉葵紋、四方の地の中央に1つずつ
六葉葵紋

先端は牡丹の花枝、地紋は花菱紋で、中央は丸に三つ葉葵紋

廊下

指出之間

一之間(上段）

勅使之間（下段）

棟

天井

天井

天井

天井

違棚（北）

研究ノート
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